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『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
國
六
朝
文
』
の
編
纂
と
孫
星
衍
幕
府

｜

幕
主
の
金
石
資
料
と
そ
の
交
友
關
係
を
中
心
に
｜

水

上

雅

晴

問
題
設
定

筆
者
は
先
に
清
の
嚴
可
均
（
一
七
六
二
〜
一
八
四
三
）
が
編
纂
し
た
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
國
六
朝
文
』（
以
下
、『
全
上
古
』
と
略

）

の
成
立
状
況
に
つ
い
て
考
察
を
加

一
）

え
た
。『
全
上
古
』は
上
古
か
ら
隋
に
至
る
期
間
に
著
さ
れ
た
文
章
の
總
集
で
あ
り
、『
全
上
古
三
代
文
』

『
全
秦
文
』『
全
漢
文
』『
全
後
漢
文
』『
全
三
國
文
』『
全
晉
文
』『
全
宋
文
』『
全
齊
文
』『
全
梁
文
』『
全
陳
文
』『
全
後
魏
文
』『
全
北
齊
文
』

『
全
後
周
文
』『
全
隋
文
』『
先
唐
文
』の
諸
書
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
七
百
四
十
六

か
ら
成
る
こ
の
總
集
の
編
纂
状
況
に
着
目
し

た
の
は
、
一
介
の
貧
士
た
る
嚴
氏
が
何
故
、
獨
力
で
こ
の
大
部
な
總
集
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
そ
の
原
因
を
解
明
す
る
た
め

で
あ
り
、
作
業
を
開
始
し
た
嘉
慶
十
三
年
（
一
八
〇
八
）
か
ら
十
年
程
度

在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
孫
星
衍
幕
府
に
あ
っ
た
學
術
情
報
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を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
を

討
の
中
心
と
し
た
。
考
察
の
結
果
、
嚴
氏
が
幕
主
の
質
量
と
も
に
充
實
し
て
い
た
藏
書
、
そ
れ
に
幕
主

が
校
刊
し
た
多
數
の
書
物
を
十
分
に
活
用
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
と
り
わ
け
後
者
か
ら
は
、
自
身
を
含
む
幕
友
が
輯
佚
・
校
勘
し
た
成

果
を
も
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
で
『
全
上
古
』
を
獨
力
で
編
纂
す
る
だ
け
の
作
業
效
率
が
得
ら
れ
た
こ
と
も

わ
か
っ
た
。

右
の
考
察
に
よ
っ
て
、
清
代
の
幕
府
が
持
っ
て
い
た
學
術
機
能
の
一
端
、
す
な
わ
ち
學
術
事
業
を
企
畫
す
る
幕
主
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

實
務
作
業
に
從
事
す
る
幕
友
も
、
幕
府
内
に
あ
る
學
術
情
報
を
利
用
し
て
研
究
成
果
を

げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
舊
稿
で
は
、
そ
の
結
び
に
お
い
て
「
紙
數
の
制
限
か
ら
、
孫
星
衍
（
一
七
五
三
〜
一
八
一
八
）
所
藏
の
金
石

資
料
や
孫
氏
の
交
友
關
係
を
論
じ
る
餘
裕
が
無
か
っ
た
。
管
見
に
よ
る
と
、
こ
の
二
つ
の
要
素
も
嚴
可
均
が
『
全
上
古
』
編
纂
す
る
上
で

の
有
利
な
條
件
を
提
供
し
て
い
る
」
と

っ
た
通
り
、
孫
星
衍
所
藏
の
金
石
資
料
や
孫
氏
の
交
友
關
係
と
、
嚴
可
均
の
『
全
上
古
』
編
纂

と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
る
暇
が
な
か
っ
た
。

『
全
上
古
』に
お
い
て
取
材
の
對
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は

子
體
の
書
物
だ
け
で
は
な
く
、
金
石
資
料
も
多
數
利
用
さ
れ
て
お
り
、
調
べ

て
み
る
と
、「
拓
本
」「
碑
本
」
を
典
據
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
文
章
の
數
は
二
百
十
八
種
に
も

二
）

上
る
。
金
石
資
料
は
、
碑
帖
と
い
う
形

で
刊
行
さ
れ
て
廣
く
流
通
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、『
全
上
古
』で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
既
に
原
碑
等
が
失
わ
れ
て
い
て
入
手
が

困
難
な
資
料
も
少
な
く
な
い
。
寒
士
の
嚴
可
均
は
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
の
資
料
を
參
照
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
孫
星
衍
幕

府
に
あ
っ
た
學
術
情
報
を
利
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
、
孫
氏
が
ど
の
程
度
、
金
石
資
料
を
持
っ
て
い
た
か
、

そ
れ
ら
が
『
全
上
古
』
に
實
際
に
使
わ
れ
た
か
、
お
よ
び
そ
の
入
手
と
孫
氏
の
交
友
關
係
と
の
關
連
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す

る
。
考
察
を
通
し
て
、
清
代
の
幕
府
が
持
っ
て
い
た
學
術
機
能
が
こ
れ
ま
で
よ
り
具
體
的
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
國
六
朝
文
』
の
編
纂
と
孫
星
衍
幕
府
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な
お
、
本
稿
で
用
い
る
『
全
上
古
』
は
、
廣
雅
書
局
刊
本
を
影
印
し
た
中
華
書
局
本
（
一
九
五
八
年
初
版
）
で
あ
り
、
引
用
に
際
し
て

は
讀
者
の

索
の
便
を
考
え
、
同
書
に
お
け
る
所
載
頁
を
括
弧
内
に
算
用
數
字
に
て
表
示
す
る
。

一
、『
全
上
古
』
に
お
け
る
金
石
資
料
、
特
に
金
文
資
料
利
用
の
實
態

『
全
上
古
』
に
お
け
る
金
石
資
料
の
利
用
は
、
碑
帖
類
に
模
刻
さ
れ
た
資
料
を
通
し
た
間
接
的
利
用
の
場
合
と
、
青
銅
器
・
石
碑
の
拓
本

を
通
し
た
直
接
的
利
用
と
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、『
全
上
古
』に
お
け
る
碑
帖
類
と
金
文
資
料
の
利
用
状
況
に
關
し
て
、
孫

星
衍
の
收
藏
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ

討
を
加
え
る
。
石
刻
資
料
に
つ
い
て
は
次
節
以
降
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

（
イ
）『
全
上
古
』
に
お
け
る
碑
帖
類
の
利
用

金
石
に
刻
さ
れ
た
銘
文
を
集
め
て

子
體
に
仕
立
て
た
碑
帖
を
刊
行
す
る
こ
と
は
宋
代
に
始
ま
っ
て
お
り
、

陽
脩『
集
古
録
』、
呂
大

臨
『
考
古
圖
』、

尚
功
『
歴
代
鐘
鼎

器
款
識
法
帖
』、
洪

『
隷
釋
』『
隷
續
』
等
が
代
表
的
な
成
果
と
し
て

げ
ら
れ
る
。『
全
上
古
』

の
中
で
は
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
た
文
章
の
收
集
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
全
後
漢
文
』

六
、
安
帝
「
賜
豫
州
刺
史

煥

詔
」（505

）
は
、『
隷
釋
』

十
五
か
ら
の
轉
引
で
あ
る
し
、『
全
後
漢
文
』

七
、
順
帝
「

袁
良
爲
梁
相
」（509

）
も
『
隷
釋
』

六

「
國
三
老
袁
良
碑
」
か
ら
の
節
録
で
あ
る
。
ま
た
、『
全
後
漢
文
』

九
十
八
、
闕
名
「
南
安
長
王
君
平
郷
道
碑
」（998

）
は
、『
隷
續
』

十
一
か
ら
の
轉
引
で
あ
り
、

九
十
九
、
缺
名
「
郎
中
王
政
碑
」（1004
）
は
、『
隷
續
』

一
か
ら
の
轉
引
で
あ
る
。

洪

以
外
の
碑
帖
類
で
は
、『
全
上
古
三
代
文
』

十
二
「
齊
鐘
銘
」（91
）
で
は
、
典
據
表
示
が
「
鐘
鼎
款
識
。
又
考
古
圖
」
と
な
っ

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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て
い
て
、

尚
功
『
歴
代
鐘
鼎

器
款
識
法
帖
』

七
「
齊
侯

鐘
」、
そ
れ
に
王

『
重
修
宣
和
博
古
圖
』

二
十
二
「
周
齊
侯

鐘
一

〜
四
」
を
參
照
し
て
構
成
さ
れ
た
釋
文
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
恐
ら
く
嚴
可
均
の
典
據
表
示
「
考
古
圖
」
は
「
博
古
圖
」
の
誤
記
）。
さ
ら

に
、『
全
上
古
三
代
文
』

十
四
、
闕
名
「
三
大
比
干
墓
銅
盤
銘
」（100

）
は
、
王

『
嘯
堂
集
古
録
』
か
ら
の
轉
引
で

三
）

あ
る
。

右
に

げ
た
諸
例
は
、
銘
文
が
刻
さ
れ
て
い
る
碑
石
や
青
銅
器
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、
既
に
流
通
し
て
い
る
碑
帖
類
か
ら
必
要
な
部

分
を
切
り
取
っ
て
來
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
つ
い
て
は
典
據
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
嚴
氏
が
利
用
し
た
資
料
を

突
き
止
め
る
の
も
容
易
で
あ
る
。『
全
上
古
』に
お
け
る
通
常
の
文

資
料
の
提
示
の
際
、
孫
星
衍
の
藏
書
が

横
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
舊
稿
で
の
考
察
を
通
し
て
既
に
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
孫
氏
の
藏
書
目
録
を
繙
く
と
、
金
石
關
係
の
資
料
が
少
な
か
ら

ず
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
が
つ
く
。
す
な
わ
ち
、『
孫
氏
祠
堂
書
目
』
内
篇
三
「
金
石
第
八
」
に
は
、
金
石
資
料
が
六
十
五
種
著
録
さ

れ
て
い
る
。
許
宗
彦
（
一
七
六
八
〜
一
八
一
八
）
に
よ
っ
て
、「
吾
が
友
淵
如

察
、
尤
も
是
の
學
を
好
み
、
收
藏
最
も
夥
し
」（『
平
津
讀

碑
記
』
序
）
と
評
さ
れ
て
い
る
孫
星
衍
（
淵
如
は
そ
の
字
。「

察
」
は
、
在
官
中
の
最
高
官
位
た
る
山
東
督
糧
道
の
古
名
）
は
、
當
然
の

こ
と
な
が
ら
、
多
數
の
金
石
學
關
係
の
圖
書
を
收
藏
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
中
、
現
に
『
全
上
古
』
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
の
は
、
十
七
種
あ
る
。
利
用
さ
れ
て
い
る
書
名
と
そ
の
初
出
箇
所
を
示
す
と
以
下
の
通
り
。

01

梁
・
陶
弘
景
『
刀
劒
録
』（『
全
漢
文
』

六
十
、
王

「
劒
銘
」。456

）

02

陳
・
虞

『
鼎
録
』（『
全
上
古
三
代
文
』

十
三
、
闕
名
「
金
華
山
鼎
銘
」。93

）

03

北
宋
・

陽
脩
『
集
古
録
』（『
全
隋
文
』

三
十
、
闕
名
「
隋
上
柱
國
梁
州
刺
史
陳
茂
碑
」。4197

98

）

04

北
宋
・
呂
大
臨
『
考
古
圖
』（『
全
上
古
三
代
文
』

十
二
、
闕
名
「
齊
鐘
銘
」。91

）
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05

北
宋
・
王

『
嘯
堂
集
古
録
』（『
全
上
古
三
代
文
』

十
四
、
闕
名
「
比
干
墓
銅
盤
銘
」。100

）

06

北
宋
・
王

等
『
宣
和
博
古
圖
』（『
全
上
古
三
代
文
』

十
二
、
闕
名
「
楚

仲

南
和
鐘
銘
」。92

）

07

北
宋
・

尚
功
『
歴
代
鐘
鼎

器
款
識
法
帖
』（『
全
上
古
三
代
文
』

十
二
、
闕
名
「
許
子
將
鐘
銘
」。90

91

）

08

北
宋
・
董

『
廣
川
書
跋
』（『
全
後
漢
文
』

百
六
、
闕
名
「
漢
陽
太
守
碑
」。1045

）

09

南
宋
・
洪

『
隷
釋
』（『
全
後
漢
文
』

六
、
安
帝
「
賜
豫
州
刺
史

煥
詔
」。505

）

10

南
宋
・
洪

『
隷
續
』（『
全
後
漢
文
』

九
十
七
、
闕
名
「

氏
鏡
銘
」。997

）

11

南
宋
・
姜

『

帖
平
』（『
全
晉
文
』

二
十
五
、
王
羲
之
、

帖
。1601

）

12

元
・
陶
宗
儀
『
古
刻
叢
鈔
』（『
全
後
漢
文
』

九
十
七
、
闕
名
「
討

符
」。996

）

13

明
・
都
穆
『
金

琳

』（『
全
隋
文
』

十
四
、
虞
世
基
「
左
衞
大
將
軍
左
光
祿
大
夫

恭
公
墓
誌
銘
」。4096

97

）

14

明
・
趙

『
石
墨

華
』（『
全
隋
文
』

三
十
、
闕
名
「
隋

州
刺
史
安
喜
公
李
使
君
碑
」。4199

200

）

15

清
・
顧
炎
武
『
金
石
文
字
記
』（『
全
後
漢
文
』

百
六
、
闕
名
「
秦
君
碑
」。1045

）

16

清
・
畢

『
中
州
金
石
記
』（『
全
北
齊
文
』

八
、
某
鴻
「
西
門
豹
祠
堂
碑
」。3869

70

）

17

清
・
汪
士

『

鶴
銘

』（『
全
梁
文
』

四
十
七
、
陶
弘
景
「

鶴
銘

序
」。3220

）

右
の
全
て
に
つ
い
て
嚴
可
均
が
孫
星
衍
の
藏
書
を
利
用
し
た
と

言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
嚴
氏
は
自
身
の
藏
書
に
つ
い
て
、

「
余
稍
や

述
有
る
も
、
家
貧
な
れ
ば
多
く
書
を
聚
む
る
能
は
ず
。
顧かへ
つ
て
周
・
秦
・
漢
よ
り
以
て
北
宋
に
逮
ぶ
ま
で
、
苟
く
も

述
の
必

ず
需
む
る
所
爲
る
は
、
亦
略
ぼ
咸
之
れ
有
る
も
、
南
宋
以
下
は
、
寥
寥
焉
た
り
」（『
鐵
橋
漫
稿
』

八
「
書
葛
香
士
林
屋
藏
書
圖
後
」）
と
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述
べ
て
お
り
、
こ
の
發
言
に
徴
す
る
と
、
北
宋
ま
で
の
圖
書
は
か
な
り
揃
っ
て
い
る
が
南
宋
以
下
が
極
め
て
手
薄
な
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

す
る
と
、
少
な
く
と
も
右
の
09
『
隷
釋
』
以
下
の
南
宋
以
後
に
成
立
し
た
書
物
に
關
し
て
は
、
孫
氏
の
藏
書
を
利
用
し
た
可
能
性
が
高
い
。

（
ロ
）『
全
上
古
』
に
お
け
る
金
文
資
料
と

元
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

仔
細
に
調
べ
て
み
る
と
、『
全
上
古
』に
は
、
典
據
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
や
は
り
碑
帖
類
を
利
用
し
た
と
思
し
い
事
例
が
幾
つ
か
見

受
け
ら
れ
る
。
些
か
事
情
が
込
み
入
っ
て
く
る
が
、
次
に
そ
の
點
に
つ
い
て
論
じ
て
み
よ
う
。
ま
ず
『
全
上
古
三
代
文
』

十
二
、
闕
名

「
叔
朕

銘
」（96

）
を
見
る
と
、
そ
の
典
據
は
「
拓
本
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
拓
本
を
嚴
可
均
は
ど
の
よ
う
に
し
て
參
照
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

元
（
一
七
六
四
〜
一
八
四
九
）
が
幕
友
の
朱
爲
弼
（
一
七
七
一
〜
一
八
四
〇
）
に
委

し
て
編
纂
さ
せ
た
『
積
古
齋
鐘
鼎

器

四
）

款
識
』

（
以
下
、『
積
古
齋
款
識
』
と
略

）

七
に
「
叔

」
が
著
録
さ
れ
て
お
り
、
提
示
さ
れ
て
い
る
銘
文
か
ら
、『
全
上
古
』
所
收
「
叔
朕

銘
」
と
同
じ
器
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
按
語
に
「
器
は
元
の
藏
す
る
所
爲
り
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の

は
、
清
代

有
數
の
藏
書
家
に
し
て
多
く
の
學
術
事
業
を
展
開
し
た

氏
が
所
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。『
積
古
齋
款
識
』自
序
に
よ
る
と
宋
の

尚

功
『
歴
代
鐘
鼎

器
款
識
法
帖
』
に
倣
っ
て
編
纂
し
た
こ
の
書
物
は
、

元
と
友
人
が
所
有
し
て
い
る
青
銅
器
の
銘
文
と
拓
本
を
五
百
六

十
點
も
收
録
し
て
お
り
、
器
ご
と
に
銘
文
の
模
寫
、
釋
文
、
そ
れ
に
按
語
を
附
し
て
い
る
。

氏
が
自
序
の
中
に
列

し
て
い
る
友
人
の

中
に
は
、
孫
星
衍
も
含
ま
れ
て

五
）

い
る
か
ら
、
孫
氏
の
藏
書
目
録
た
る『
孫
氏
祠
堂
書
目
』内
篇

三
、
金
石
第
八
に
、『
續
鐘
鼎
款
識
』（

元
撰
）
と
題
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
の
書
物
が
、

氏
か
ら
の
寄
贈
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
孫
星

衍
幕
府
内
に
『
積
古
齋
款
識
』
が
所
藏
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
實
で
あ
る
か
ら
、『
全
上
古
三
代
文
』

十
二
、
闕
名
「
叔
朕

銘
」
の
典
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據
「
拓
本
」
は
、

元
『
積
古
齋
款
識
』
に
收
載
さ
れ
て
い
る
拓
本
の
模
寫
を
指
し
て
い
る
、
と
い
う
推
測
が
提
出
さ
れ
る
。

右
の
推
測
の
當
否
を
確
定
す
る
た
め
、
他
の
事
例
に

討
を
加
え
て
み
よ
う
。
嚴
可
均
は
『
全
上
古
三
代
文
』

十
二
に
お
い
て
、
缺

名
「

公
華
鐘
銘
」（92

）
を
提
示
し
た
後
、「
案
ず
る
に
、
此
の
鐘
、
大
學
士
紀

の
藏
す
る
所
」
と
述
べ
、
銘
文
が
刻
さ
れ
て
い
る
鐘

が
紀

（
一
七
二
四
〜
一
八
〇
五
）
の
所
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
所
在
に
關
す
る
こ
の
説
明
は
、
嚴
氏
が
獨
自
に

調
査
し
た
の
で
は
な
く
、
同
じ
銘
文
を
「
周
公

鐘
」
と
題
し
て
收
録
し
て
い
る
『
積
古
齋
款
識
』

三
の
「
器
は
河
間
の
紀
曉
嵐
宗
伯

（

）
の
藏
す
る
所
爲
り
」
と
い
う
記
述
を
援
引
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
紀

は
、
乾
隆
五
十
七
年
（
一
七
九
二
）
か
ら

嘉
慶
十
年
（
一
八
〇
五
）
ま
で
、
一
時
の
中

を
挾
ん
で
禮
部
尚
書
（「
宗
伯
」
は
そ
の
雅

）
の
任
に
在
り
、
嘉
慶
十
年
正
月
に
は
協
辨

大
學
士
の
位
に
も
就
き
、
直
後
に

し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
嘉
慶
九
年
に
成
立
し
て
い
る
『
積
古
齋
款
識
』
で
は
、
紀

の
肩
書
に
つ

い
て
「
宗
伯
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
嘉
慶
十
三
年
（
一
八
〇
八
）
に
『
全
上
古
』
の
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
時
點
で
は
、
紀

が
「
大
學

士
」
の
地
位
に
就
い
て
い
る
事
實
が
嚴
然
と
し
て
あ
る
か
ら
、
嚴
氏
は
肩
書
を
新
し
い
も
の
に
改
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
論
を
急
ぐ
前
に
、
さ
ら
に
別
の
事
例
に
つ
い
て

討
を
加
え
て
み
よ
う
。『
全
上
古
三
代
文
』

十
三
、
闕
名
「

比
鼎
銘
」（94

）

の
典
據
表
示
は
、「
拓
本
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
銘
文
も
、
や
は
り
『
積
古
齋
款
識
』

四
に
「

鼎
」
と
題
し
て
載
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
鼎
に
つ
い
て
、

氏
は
「
趙
晉
齋
の
藏
す
る
所
の

本
に
據
り
て

入
す
」
と
述
べ
、
趙
魏
（
一
七
四
六
〜
一
八
二
五
。
晉
齋

は
そ
の
號
）
が
持
っ
て
い
る
拓
本
を
も
と
に
作
成
し
た
款
識
の
模
寫
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
趙
氏
は
、

氏
の

自
序
に
お
い
て
友
人
の
一
人
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
金
石
文
の
收
藏
家
で
あ
る
。

氏
が
拓
本
の
模
本
の
形
で
し
か
提
示
で
き
な
か
っ

た
こ
の
銘
文
を
、
孫
星
衍
や
嚴
可
均
が
別
に
拓
本
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
か
ら
、
こ
の
「

比
鼎
銘
」
の
實
際
の
典
據
は
『
積

古
齋
款
識
』
所
收
の
模
寫
文
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
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（
ハ
）『
全
上
古
』
所
引
金
文
釋
文
に
お
け
る
「
舊
釋
」

前
項
に
お
け
る
考
察
に
よ
っ
て
、『
全
上
古
』
に
提
示
さ
れ
て
い
る
金
文
資
料
の
來
源
を

元
『
積
古
齋
款
識
』
に
求
め
る
こ
と
が
一
つ

の
有
力
な
見
解
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
の
見
解
が
是
認
さ
れ
得
る
か
否
か
、
さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら

討
を
加
え
て
み
よ
う
。

嚴
可
均
は
金
文
資
料
の
釋
文
を
提
示
す
る
際
、
た
と
え
ば
、『
全
上
古
』

十
二
、
闕
名
「
齊
鐘
銘
」（91

）
に
お
い
て
、「

」
字
に

對
し
て
、「
簫
、
借
爲

。
舊
釋
綴
、
非
（
簫
、
借
り
て
『

』
と
爲
す
。
舊もと
、『
綴
』
に
釋
す
る
は
、
非
な
り
）」
と
校
釋
し
て
い
る
よ
う

に
、「
舊
釋
」、
す
な
わ
ち
先
行
の
解
釋
の
誤
り
を
正
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
「
齊
鐘
銘
」
の
典
據
は
「
鐘
鼎
款

識
」
に
な
っ
て
お
り
、

尚
功
『
歴
代
鐘
鼎

器
款
識
法
帖
』

七
「
齊
侯

鐘
」
を
見
る
に
、
該
當
部
分
の
釋
文
は
「
綴
」
に
な
っ
て

い
る
か
ら
、
嚴
氏
が
「
舊
釋
」
と

し
て
斥
け
て
い
る
も
の
が

氏
の
校
釋
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
既
成
の
碑
帖
類
が
典
據
に
示
さ
れ
て
い
る
場
合
、
嚴
可
均
の
校
語
に
見
ら
れ
る
「
舊
釋
」
が
そ
の
碑
帖
に
お
け
る
釋
文
を

指
し
て
い
る
こ
と
は
自
明
だ
が
、
問
題
は
、「
拓
本
」
を
典
據
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
『
全
上
古
』

十
三
、
闕
名
「
毛
伯

銘
」（95

）

の
校
釋
に
見
え
る
「
舊
釋
」
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
の
銘
文
中
の
「

」
字
に
つ
い
て
、
嚴
氏
は
「
讀
み
て
『
毛
伯
』
の
二
字
と
爲

す
。
舊
、『
拍
』
に
釋
す
る
は
、
非
な
り
」
と
述
べ
、「
毛
伯
」
の
合
文
だ
と
す
る
自
身
の
見
解
を
示
し
た
後
、「
拍
」
に
比
定
す
る
「
舊
釋
」

を
斥
け
て
い
る
。
拓
本
に
「
舊
釋
」
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
は
、
一
見
、
不
可
解
だ
が
、

元
『
積
古
齋
款
識
』
を
調
べ
る
と
、

そ
の
疑
念
は
氷
解
す
る
。

八
「
拍
盤
」
に
こ
の
銘
文
の
模
寫
文
と
釋
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、「

」
字
に
對
す
る
釋
文
が
「
拍
」
字

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
按
語
に
、「
陳
秋
堂
の
藏
す
る
所
の

本
に
據
り
て

入
す
」と
あ
る
よ
う
に
、

元
に
し
て
も
器
の
現
物
は

持
っ
て
お
ら
ず
、
僅
か
に
陳
豫
鍾
（
生
卒
年
未
詳
。
秋
堂
は
そ
の
號
）
所
藏
の
拓
本
を
模
寫
し
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
嚴
氏

が
「
拓
本
」
と

し
て
い
る
も
の
が
『
積
古
齋
款
識
』
所
收
の
模
寫
文
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
が
判
明
す
る
。
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『
全
上
古
』

十
三
、
闕
名
「
伯
虎

銘
」（97

）
で
は
、「
拓
本
」
を
典
據
と
し
て
銘
文
の
釋
文
を
掲
げ
て
お
り
、
文
中
の
「

」
字
に

つ
い
て
、
嚴
可
均
は
「
舊もと
、『
庸
』
に
釋
す
る
は
、
非
な
り
」
と
述
べ
、「
舊
釋
」
が
「
庸
」
字
に
作
っ
て
い
る
こ
と
を
誤
り
だ
と
駁
し
て

い
る
が
、『
積
古
齋
款
識
』

六
「
召
伯
虎
敦
」
の
該
當
箇
所
の
釋
文
が
「
庸
」
字
に
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
嚴
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
舊
釋
」

が
『
積
古
齋
款
識
』
所
掲
の
釋
文
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
の
按
語
を
見
る
と
、「
趙
太
常
の

本
に
據
り
て
編
入
す
」
と
あ
り
、

拓
本
の
所
在
す
ら
不
明
で
あ
り
、

元
に
し
て
も
趙

沖
（
生
卒
年
未
詳
。
太
常
は
そ
の
官

）
所
藏
の
模
寫
本
を
更
に
模
寫
し
て
收
録

す
る
よ
り
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
實
を
踏
ま
え
る
と
、『
全
上
古
』

十
三
、
闕
名
「
伯
虎

銘
」
は
、
や
は
り

『
積
古
齋
款
識
』
所
掲
の
銘
文
の
模
寫
を
「
拓
本
」
と

し
て
提
示
し
た
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
。
た
だ
し
、『
全
上
古
』
の
中
で

「
拓
本
」
を
典
據
と
し
て
掲
示
さ
れ
て
い
る
金
文
資
料
に
對
す
る
校
語
の
「
舊
釋
」
に
は
、
孫
星
衍
『
續
古
文
苑
』
所
掲
の
釋
文
も
含
ま
れ

て
い
る
な
ど
、
全
て
が
『
積
古
齋
款
識
』
を
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
補
足
し
て

六
）

お
く
。

『
全
上
古
』

十
二
・

十
三
に
お
い
て
「
拓
本
」
を
典
據
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
銘
文
五
十
六
點
の
中
、
實
に
五
十
四
點
が
『
積
古
齋

款
識
』
に
收
録
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
事
實
、
且
つ
そ
れ
ら
の
中
に
は
器
の
所
在
が
不
明
で
拓
本
の
流
布
が
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
と

推
定
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
、
と
い
う
事
實
は
、『
全
上
古
』
に
お
い
て
金
文
資
料
を
利
用
す
る
際
、
嚴
可
均
が
『
積
古
齋
款
識
』
所

掲
、
つ
ま
り

元
が
持
っ
て
い
た
資
料
に
極
め
て
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
金
文
資
料
の
文
字
の
解
釋
に
際
し
て
、

元
の
釋
文
を
斥
け
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
こ
と
は
右
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

實
は
、『
全
上
古
』
の
中
に
は
、
孫
星
衍
所
藏
の
金
文
資
料
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
思
し
い
事
例
が
あ
る
。『
全
上
古
三
代
文
』

十
二
、

缺
名
「
楚
義
鐘
銘
」（92

）
は
、
典
據
が
「
拓
本
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
積
古
齋
款
識
』

三
に
、「
楚
良
臣
余
義
鐘
」
に
附
さ
れ
た
按
語

を
見
る
と
、「
器
は
陽
湖
の
孫
淵
如

察
（
星
衍
）
の
藏
す
る
所
爲
り
」
と
あ
る
か
ら
、
器
の
現
物
が
孫
星
衍
の
も
と
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
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る
。
同

に
、『
全
上
古
三
代
文
』

十
三
、
缺
名
「

銘
」（95

）
に
つ
い
て
も
、『
積
古
齋
款
識
』

五
「

」
の
按
語
に
、「
器

は
孫
淵
如

察
の
藏
す
る
所
爲
り
」
と
あ
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
二
點
に
限
っ
て
は
、
嚴
可
均
は
拓
本
も
し
く
は
そ
れ
よ
り
確
實
な
資
料

を
孫
星
衍
幕
府
の
中
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

『
全
上
古
三
代
文
』

十
二
、
闕
名
「

叔
大
夾
鐘
銘
」（91

）
の
典
據
は
、「
拓
本
」
と
な
っ
て
お
り
、『
積
古
齋
款
識
』

三
に
同
じ

銘
文
を
持
つ
「

叔
大
林
鐘
」
が
著
録
さ
れ
て
い
て
、
按
語
に
「
器
は
元
の
藏
す
る
所
爲
り
」
と
あ
る
の
を
見
る
と
、

元
所
藏
の
資
料

の
み
を
參
照
し
た
か
に
見
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
嚴
可
均
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

是
れ
よ
り
先
、
京
師
に

叔
大
林

鐘
有
る
も
、
直あたひを
索
む
る
こ
と
多
き
に
過
ぐ
れ
ば
、
積
年
、

主
無
し
。
後
、

雲
臺
撫
部
に

す
。
…
…
又
呉
山
尊
學
士
も
亦

叔
鐘
を
得
、
後
、
孫
淵
如
大
參
に

す
。（『
鐵
橋
漫
稿
』

八
「
書

中
金
後
」）

こ
の
「

叔
大
林
鐘
」
に
關
し
て
は
七
點
の
傳
存
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

元
の
み
な
ら
ず
、
孫
星
衍
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

嚴
可
均
は
幕
主
が
收
藏
し
て
い
る
現
物
に
當
た
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
で

七
）

あ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
銘
文
を
持
つ
器
が
複
數
あ
る
、
と
い

う
の
は
極
め
て
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
同

の
事
例
が
他
に
も
あ
る
と
は
考
え
難
い
。

『
積
古
齋
款
識
』で
は
、
所
收
の
器
の
所
有
者
や
典
據
に
關
し
て
、
か
な
り
の
割
合
で
明
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
、
所
有
者
が
孫
星

衍
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
僅
か
に
先
の
「
楚
良
臣
余
義
鐘
」
と
「

」
の
二
點
に
と
ど
ま
る
。『
全
上
古
』
收
録
の
金

文
資
料
が
ほ
ぼ
例
外
な
く
『
積
古
齋
款
識
』
著
録
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
孫
氏
が
こ
の
種
の
資
料
を
あ
ま
り
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
示
唆
し
て
お
り
、
孫
氏
が
持
っ
て
い
た
金
石
資
料
の
目
録
の
題
名
が
『
平
津
館
金
石
萃
編
』
で
あ
り
な
が
ら
、
金
文
資
料
の
著
録
が
皆

無
に
近
い
こ
と
は
、
這
般
の
事
情
を
反
映
し
て
い
る
。
な
お
、『
平
津
館
金
石
萃
編
』
に
つ
い
て
は
、
後
で
詳
論
す
る
。
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二
、
孫
星
衍
幕
府
内
に
お
け
る
石
刻
資
料
の
收
藏
状
況

金
石
資
料
の
中
、
金
文
資
料
に
關
し
て
、
嚴
可
均
が
青
銅
器
や
拓
本
な
ど
の
直
接
資
料
を
利
用
で
き
ず
、

元
『
積
古
齋
款
識
』
に
收

録
さ
れ
て
い
る
資
料
を
援
引
す
る
形
で
『
全
上
古
』
の
中
に
提
示
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
青
銅
器
類
は
流
傳
し
て
い
る

對
數
が

少
な
く
そ
の
所
有
者
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
拓
本
の
入
手
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
對
し
て
石
刻
資
料
は
、
時
代
・
地
域
を
問
わ
ず
絶
え
ず
製
作
さ
れ
て
來
て
お
り
、

存
す
る
資
料
の
數
量
が
比

較
に
な
ら
ぬ
程
多
い
の
で
、
そ
の
利
用
状
況
も
お
の
ず
と
異
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
嚴
氏
は
『
全
上
古
』
の
中
で
石
刻
資
料
を
か
な

り
大
量
に
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
種
の
資
料
を
孫
星
衍
は
ど
の
程
度
所
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
ま
ず
こ
の
點
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

孫
星
衍
は
、
乾
隆
四
十
五
年
（
一
七
八
〇
）
以
降
、
畢

（
一
七
三
〇
〜
一
七
九
七
）
の
幕
府
に
幕
友
と
し
て

在
し
、
そ
の
幕
府
内

の
編
纂
事
業
に
從
事
し
た
。

在
期
間
は
、
會
試
に
合
格
す
る
乾
隆
五
十
二
年
（
一
七
八
七
）
ま
で
七
年
間
に
も
及
ん
だ
。
法
式
善
（
一

七
五
三
〜
一
八
一
三
）
に
よ
る
と
、
畢

が
靈
嚴
山
館
で
校
刻
し
た
書
物
の
中
、
孫
氏
と
洪
亮
吉
（
一
七
四
六
〜
一
八
〇
九
）
の
二
人
で

十
六
種
も

當
し
て
い
る
と
い
う
（『
陶
廬

録
』

四
第
三
十
三
條
）。
そ
の
中
に
『
關
中
金
石
記
』
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目

に
値
す
る
。
陝
西
巡
撫
の
任
に
あ
っ
た
畢
氏
は
、
當
地
に
大
量
に

存
し
て
い
る
金
石
資
料
の
整
理
を
企
畫
し
、
資
料
の
形
状
、
書
體
、

撰
文
の
年
月
、
現
存
地
、
撰
文
者
等
に
つ
い
て
、
幕
友
に
實
地
に
調
査
さ
せ
た
成
果
を
ま
と
め
た
。
調
査
の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
目
録
が

『
關
中
金
石
記
』
で
あ
り
、
盧
文

（
一
七
一
七
〜
一
七
九
五
）
の
序
が
乾
隆
四
十
七
年
（
一
七
八
二
）
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
頃
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に
完
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
物
の
編
纂
段
階
に
お
け
る
孫
氏
の
關
わ
り
の
實
態
は
不
明
だ
が
、

末
に
同
じ
く
畢

の
幕
友
だ
っ

た
錢

（
一
七
四
四
〜
一
八
〇
六
）・
洪
氏
の
二
人
と
と
も
に
後
語
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
實
質
的
な
作
業
は
こ
の
三
人
に
よ
っ
て

わ
れ
た
と
見
る
の
が
妥
當
で
あ
る
。

孫
星
衍
は
、
官
界
に
入
っ
た
後
、
畢

幕
府
で
の
經

を
踏
ま
え
、
自
身
も
金
石
資
料
の
調
査
・
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、

畿
内
に
あ
る
碑
文
を
實
地
調
査
し
て
目
録
『
京
畿
金
石
考
』
を
乾
隆
五
十
七
年
（
一
七
九
二
）
に
編
纂
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
地
方
に
赴

任
す
る
と
、
石
刻
資
料
の
所
在
目
録
『

宇
訪
碑
録
』
全
十
二

を
浙
江
省
長
興
縣
令
の

（
一
七
五
九
〜
？
）
と
共
編
し
て

八
）

い
る
。

孫
星
衍
の
序
文
が
嘉
慶
七
年
（
一
八
〇
二
）
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
頃
完
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『

宇
訪
碑
録
』
で
は
、
中

國
全
土
に
存
在
す
る
石
刻
資
料
を
時
代
ご
と
に
分
類
し
た
後
、
刻
文
の
書
體
、
刻
年
と
所
在
を
記
し
て
い
る
。

『

宇
訪
碑
録
』
著
録
の
石
刻
資
料
の
中
、『
全
上
古
』
の
收
録
範
圍
と
重
な
っ
て
い
る
上
古
か
ら
隋
ま
で
の
も
の
を
數
え
上
げ
て
み
る

と
、
八
百
五
十
點
近
く
に
達
し
た
。
こ
の
點
數
を
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
金
石
目
録
の
中
、
收
録
對
象
地
域
を
限
定
し
な
い
も
の
に
お
け

る
著
録
状
況
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
比
較
の
對
象
は
、
錢
大
昕
（
一
七
二
四
〜
一
八
〇
四
）『

研
堂
金
石
文
字
目
録
』
と
王
昶
（
一
七
二

四
〜
一
八
〇
六
）『
金
石
萃
編
』
に
求
め
る
こ
と
に
す
る
。

内
藤
湖
南
が
「
彼
の

研
堂
金
石
跋
尾
は
金
石
學
に
於
て
新
ら
し
い
時
代
を
劃
し
た
も
の
で

九
）

あ
る
」
と

し
て
い
る
錢
大
昕
は
、
子

で
あ
る
瞿
中
溶
（
一
七
六
九
〜
一
八
四
二
）
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、「
家
藏
の
拓
本
、
二
千
餘
種
」（「

研
堂
金
石
文
字
目
録
跋
」）

に
達
し
て
い
る
。
そ
の
目
録
が
『

研
堂
金
石
文
字
目
録
』
で
あ
り
、
内
藤
氏
が

し
て
い
る
『

研
堂
金
石
跋
尾
』
は
、
そ
の
目
録

に
著
録
さ
れ
て
い
る
拓
本
に
錢
氏
が
附
し
た
跋
尾
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。『

研
堂
金
石
文
字
目
録
』に
は
、
瞿
氏
に
よ
る
識
語
が
末
尾

に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
紀
年
が
嘉
慶
十
年（
一
八
〇
五
）、
す
な
わ
ち
錢
氏
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
錢
氏
が
そ
の
生
涯
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に
わ
た
っ
て
集
め
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
著
録
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
著
録
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
、
上
古
か
ら
隋
の
範
圍
に
收
ま

る
石
刻
資
料
は
二
百
六
十
四
點
で
あ
る
。

對
し
て
、
官
、
刑
部
右
侍
郎
に
ま
で
至
っ
た
王
昶
が
、
二
十
數
名
の
協
力
者
と
共
に
五
十
年
近
く
の
歳
月
を
掛
け
て
編
纂
し
た
『
金
石

萃
編
』
百
六
十

は
、
自
序
の
日
附
に
よ
る
と
嘉
慶
十
年
頃
に
完
成
し
て
お
り
、
金
石
資
料
の
集
大
成
た
る
資
格
を
持
つ
書
物
で

一
〇
）

あ
る
。

『
金
石
萃
編
』
著
録
の
石
刻
資
料
で
上
古
か
ら
隋
の
範
圍
に
屬
す
る
の
は
、
二
百
七
十
點
で
あ
る
。

同
じ
期
間
に
屬
す
る
資
料
の
所

状
況
を
比
較
す
る
と
、孫
星
衍
の
目
録
に
著
録
さ
れ
て
い
る
八
百
五
十
點
と
い
う
石
刻
資
料
の
數
は
、

孫
・
王
の
兩
者
を
遙
か
に
凌
駕
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
拓
本
が
全
て
孫
氏
の
手
元
に
あ
っ
た
と
速

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
い
う
の
は
、
金
石
目
録
一
般
の
成
立
事
情
に
關
し
て
、
孫
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

金
石
を
著
録
す
る
の
書
に
二
有
り
。
或
い
は
得
る
所
の
打
本
に
附
き
て
之
が
考
證
を
爲
し
、
或
い
は
前
人
の
録
す
る
所
に
因
り
て
其

の
目
を
存
し
て
、
以
て

訪
を
俟
つ
。（『
京
畿
金
石
考
』
序
）

金
石
目
録
は
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。「
打
本
」、
す
な
わ
ち
拓
本
を
著
録
し
て
そ
れ
に
對
し
て
考
證
を
進
め
る
も
の
が

一
つ
。
前
人
が
目
録
に
著
録
し
て
い
る
碑
目
を
配
列
し
て
、
後
人
が
調
査
す
る
た
め
の
參
考
資
料
と
す
る
も
の
が
も
う
一
つ
で
あ
る
。
前

者
の
場
合
は
、
碑
石
の
拓
本
が
目
録
の
編
者
の
手
元
に
あ
る
こ
と
は
確
實
で
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
は
、
拓
本
が
手
元
に
あ
る
と
は
限
ら

な
い
。『

宇
訪
碑
録
』に
は
銘
文
も
釋
文
も
收
録
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
既
成
の
目
録
を

ぎ
接
ぎ
す
る
だ
け
で
作
成
す
る
こ
と
が
可
能

に
も
見
え
る
が
、
果
た
し
て
い
ず
れ
の
タ
イ
プ
に
屬
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
孫
星
衍
が
書
い
た
序
文
に
は
、
成
立
の
經
緯
が
以
下
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

蓋
し
嘗
て
西
し
て
河
華
に
遊
び
、
北
し
て
神
京
に
集
ひ
、
東
し
て
三
齊
を
攬と
り
、
南
し
て
越
紐
を
窮
む
。
至
る
所
の
山
川
城
邑
・
古
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陵
廢

、
或
い
は

碑

有
れ
ば
、
墨
を
いだ

き
管
を
握
り
、
拓
本
し
て
題
を
看しめ
し
て
、
茲
の
編
に
録
入
せ
ざ
る
無
く
、
歳
ご
と
に

加
益
有
り
。
其
の
、
足
迹
、
到
ら
ざ
る
の
處
は
、
又
、
同
世
の
通
人
名
士
の
、
奇
を

し
異
を
好
み
、
獲
る
所
を
郵
示
す
る
に
値
ひ

て
、
其
の
見
聞
を

む
。

游
幕
の
時
を
含
め
、
中
國
全
土
を
遊
歴
し
た
時
、
古
跡
や

碑
な
ど
を
訪
ね
て
は
自
ら
拓
本
を
取
る
ば
か
り
で
な
く
、
當
世
の
通
人
・

名
士
か
ら
資
料
の
提
供
を
受
け
て
、
目
録
が
完
成
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
右
に
掲
げ
た
の
は
孫
星
衍
本
人
の
言
で
あ
る
が
、
孫
氏

が
金
石
資
料
の
蒐
集
に
竝
々
な
ら
ぬ
精
力
を
費
や
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
洪
頤

（
一
七
六
五
〜
？
）
も
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

淵
如
師
、
金
石
文
字
を
喜
び
、
生
平
、
遊
歴
し
て
至
る
所
、

訪
し
て
虚
日
無
し
。
徳
州
の
平
津
館
に
藏
す
る
所
の
碑
、
周
秦
よ
り

唐
末
五
代
に
至
る
ま
で
、
凡
そ
廿
餘
匣
。（『
平
津
讀
碑
記
』
序
）

孫
星
衍
の
山
東
督
糧
道
在
任
時
の
居
宅
「
平
津
館
」
に
は
、
唐
末
五
代
以
前
の
も
の
に
限
っ
て
も
、
拓
本
が
二
十
箱
餘
り
（
廿
餘
匣
）

も
收
藏
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
洪
頤

は
孫
氏
の
幕
友
と
し
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
そ
の
學
術
活
動
を
支
え
た
一
人
で

一
一
）

あ
り
、
平

津
館
に
收
藏
さ
れ
て
い
た
拓
本
を
鑑
定
し
て
題
跋
を
附
し
て
い
る
。
洪
氏
の
題
跋
を
一
書
に
ま
と
め
た
の
が
『
平
津
讀
碑
記
』
で
あ
る
。

序
文
に
お
い
て
、「
頤

、
少わか
く
し
て
賤
し
く
、
金
石
の
藏
を
備
ふ
る
能
は
ざ
る
も
、
平
津
に
游
幕
し
て
、
始
め
て
盡
く
海
内
に
有
す
る
所

の
碑
を
見
る
を
得
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
金
石
資
料
を
收
藏
す
る
た
め
の
經
濟
的
な
基
盤
が
缺
け
て
い
た
洪
氏
が
金
石
の
學
に

從
事
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
孫
氏
の
幕
友
と
し
て
働
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

右
の
表
面
的
な
考
察
に
よ
る
と
、
少
な
く
と
も
『
平
津
讀
碑
記
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
碑
文
に
關
し
て
は
、
孫
星
衍
が
拓
本
を
所
有
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
洪
頤

が
著
し
た
題
跋
を
讀
む
こ
と
で
よ
り
明
確
に
な
る
。
た
と
え
ば
、『
平
津
讀
碑
記
』

一「
尉

氏
令
鄭
季
宣
碑

陰
」
に
は
、
碑
帖
類
に
よ
っ
て
收
録
さ
れ
て
い
る
碑
文
の
字
數
の
異
な
る
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

― ―30

『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
國
六
朝
文
』
の
編
纂
と
孫
星
衍
幕
府



此
の
碑
、
宋
の
時
已
に

缺
す
。『
隷
續
』
の
録
す
る
所
、
僅
か
に
二
百
六
十
八
字
、
碑
陰
二
百
九
十
二
字
の
み
。『
兩
漢
金
石
記
』

の
舊
拓
本
の
見
る
べ
き
者
四
十
八
字
、
碑
陰
九
十
一
字
。
此
の
本
の
見
る
べ
き
者
三
十
一
字
、
碑
陰
七
十
七
字
。「
協
」上
の「
神
人
」

の
二
字
、
甚
だ
明
ら
か
な
る
も
、『
金
石
萃
編
』
の

本
、
反
つ
て
之
を
闕
く
。
翁
氏
本
、
又
、「
協
」
字
を
著
さ
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
。

鄭
季
宣
の
碑
文
は
、
洪

『
隷
續
』

十
九
に
そ
の
本
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
碑
の
正
文
は
闕
字
が
多
い
が
、『
隷
續
』
に
は
二
百
六

十
八
字
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
翁
方
綱
（
一
七
三
三
〜
一
八
一
八
）『
兩
漢
金
石
記
』

八
に
は
、
翁
氏
が
「
此
れ
其
の
上
半
の
拓
本
、
予

の
舊
藏
す
る
所
の
者
」
と

し
て
い
る
碑
文
の
上
半
分
の

字
の
拓
本
に
即
し
て
、
四
十
八
字
が
模
寫
さ
れ
て
い
る
。
王
昶
『
金
石
萃
編
』

十
七
に
は
、
王
氏
が
入
手
し
た
拓
本
の
模
寫
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
が
數
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
示
さ
れ
て
い
る
拓
本
の
字
數
は
五

十
四
字
で
あ
る
。
王
氏
と
翁
氏
が
持
っ
て
い
た
拓
本
が
別
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
翁
氏
が
示
し
て
い
る
文
字
の
中
に
は
王
氏
が
示
し

得
て
い
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。

問
題
は
、
平
津
館
に
あ
っ
た
拓
本
が
翁
方
綱
や
王
昶
の
持
っ
て
い
た
も
の
と
同
じ
も
の
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
洪
頤

が

指
摘
し
て
い
る
通
り
、『
隷
續
』
の
釋
文
で
「（
闕
字
）
之
中
神
人
協
（
闕
字
）」
と
示
さ
れ
て
い
る
部
分
の
中
、「
神
人
協
」
の
三
字
に
つ

い
て
、
王
氏
は
「
協
」
字
を
示
す
の
み
で
「
神
人
」
の
二
字
を
示
し
て
お
ら
ず
、
翁
氏
は
「
中
神
人
」
の
三
字
を
示
す
の
み
で
續
く
「
協
」

字
を
示
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
對
し
て
、
右
の
文
中
で
「
此
の
本
」
と

さ
れ
て
い
る
平
津
館
所
藏
の
拓
本
は
、
判
讀
で
き
る
文
字
が
三

十
一
字
と
、
翁
・
王
兩
氏
所
藏
の
拓
本
よ
り
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
神
人
協
」
の
三
字
が
明
確
に
讀
み
取
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
事
實
は
、
孫
星
衍
が
持
っ
て
い
た
拓
本
は
、
翁
・
王
兩
氏
と
は
ま
た
別
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

鄭
季
宣
の
碑
は
『

宇
訪
碑
録
』

一
に
も
著
録
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、『
平
津
讀
碑
記
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
碑
文
の
『

宇
訪
碑

録
』
に
お
け
る
著
録
の
状
況
は
、『

宇
訪
碑
録
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
資
料
を
孫
氏
が
拓
本
の
形
で
持
っ
て
い
た
か
否
か
を
判

す
る
た
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め
の
一
つ
の
目
安
に
な
り
得
る
。『
全
上
古
』
と
同
じ
く
期
間
を
上
古
か
ら
隋
ま
で
の
範
圍
に
し
ぼ
る
と
、『
平
津
讀
碑
記
』
に
は
百
九
十

一
點
の
題
跋
が
收
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、『

宇
訪
碑
録
』と
照
ら
し
あ
わ
せ
る
と
、
百
九
十
點
の
中
、
著
録
が
確

認
で
き
な
い
の
は
、
僅
か
に
六
點
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
、『

宇
訪
碑
録
』
が
嘉
慶
七
年
（
一
八
〇
二
）
頃
に
完
成
し
た
後
に
入
手
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

洪
頤

が
孫
星
衍
の
仕
事
を
手
傳
い
始
め
た
の
は
、
嘉
慶
七
年
三
月
の
こ
と
で
あ
り
、
平
津
館
へ
の

在
が
最
初
に
確
認
で
き
る
の
は
、

嘉
慶
十
年
（
一
八
〇
五
）
の
こ
と
で

一
二
）

あ
る
。
す
る
と
、『
平
津
讀
碑
記
』
の
編
纂
の
編
纂
開
始
は
さ
ら
に
後
の
こ
と
に
な
る
に
相
違
な
い
か

ら
、
こ
の
目
録
の
中
に
『

宇
訪
碑
録
』
に
著
録
さ
れ
て
い
な
い
石
刻
資
料
が
見
え
て
も
、
何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
現
に
右
の

六
點
の
中
に
は
、「
戚
伯
著
碑
」（『
平
津
讀
碑
記
』

一
）
と
「
營
州
刺
史
高
貞
碑
」（『
平
津
讀
碑
記
』

二
）
の
よ
う
に
、『

宇
訪
碑

録
』
が
完
成
し
た
後
、
孫
星
衍
が
入
手
し
た
こ
と
が
確
實
な
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で

一
三
）

あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、『

宇
訪
碑
録
』
は
、
先
行
の
碑
本
類
に
著
録
さ
れ
て
い
る
碑
目
を
移
し
替
る
こ
と
で
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

著
録
さ
れ
て
い
る
大
量
の
石
刻
資
料
は
、
孫
星
衍
が
實
際
に
所
持
し
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
判

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
考

察
を
進
め
る
こ
と
で
さ
ら
に
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
話
を
『
全
上
古
』
に
戻
す
と
、『
平
津
讀
碑
記
』
に
對
す
る
洪
頤

の
序
文
に
は
嘉
慶
十
六
年
（
一
八
一
一
）
の
紀
年
が
あ
る
か
ら
、
嘉
慶
十
三
年
の
『
全
上
古
』
編
纂
開
始
時
ま
で
に
孫
星
衍
幕
府
に
多
數

の
石
刻
資
料
が
揃
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
嚴
氏
が
こ
れ
ら
の
資
料
を
利
用
し
た
か
否
か
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら

で
は
ま
だ
十
分
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
嚴
氏
の
學
術
活
動
と
孫
氏
が
所
藏
す
る
石
刻
資
料
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
節
を
改

め
て
さ
ら
に

討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
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三
、
嚴
可
均
に
よ
る
孫
星
衍
幕
府
所
藏
石
刻
資
料
の
利
用

第
一
節
に
お
い
て
示
し
た
通
り
、『
全
上
古
』
に
提
示
さ
れ
て
い
る
石
刻
資
料
は
、『
隷
釋
』
な
ど
の
碑
本
類
か
ら
の
轉
引
が
隨
所
に
見

ら
れ
る
。
他
方
、「
問
題
設
定
」
に
お
い
て
示
し
た
通
り
、
引
用
さ
れ
て
い
る
文
章
に
對
し
て
、「
拓
本
」「
碑
本
」
な
ど
の
典
據
表
示
が
な

さ
れ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
本
節
で
は
、
嚴
可
均
の
孫
星
衍
に
對
す
る
學
術
上
の
依
存
度
を
推
測
す
る
手
懸
か
り
を
得
る
一
法
と

し
て
、『
全
上
古
』
に
お
け
る
石
刻
拓
本
資
料
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
い
。

（
イ
）
嚴
可
均
編
纂
金
石
關
係
書
と
當
時
の
金
石
學
著
作
に
お
け
る
著
録

議
論
を
進
め
る
準
備
と
し
て
、
嚴
可
均
も
孫
星
衍
の
金
石
資
料
を
用
い
て
『
全
上
古
』
と
は
別
に
書
物
を
編
纂
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、『
平
津
館
金
石
萃
編
』
と
『
鐵
橋
金
石
跋
』
が
そ
れ
で
あ
る
。『
平
津
館
金
石
萃
編
』
は
、
金
石
資
料
の
銘
文

の
模
寫
に
釋
文
、
そ
れ
に
校
釋
が
附
さ
れ
た
資
料
集
で
あ
る
。
校
釋
は
、

陽
脩
『
集
古
録
』、
董

『
廣
川
書
跋
』、
趙
明
誠
『
金
石
録
』、

陳
思
『
寶
刻
叢
編
』、
趙

『
石
墨

華
』、
葉
奕
苞
『
金
石
録
補
』『
金
石
後
録
』、
顧
炎
武
『
金
石
文
字
記
』、

耒
『
金
石
文
字
記
補
遺
』、

翁
方
綱
『
兩
漢
金
石
記
』
等
、
先
行
す
る
碑
帖
類
を
引
い
た
後
、
嚴
氏
自
身
の
校
釋
を
『
四
録
堂

一
四
）

類
集
』、
す
な
わ
ち
嚴
氏
の
全
集
か
ら
の

轉
引
、
と
い
う
形
で
示
し
て
い
る
。

書
名
に
着
目
す
る
と
、「
平
津
館
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
孫
星
衍
所
藏
の
資
料
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
石
刻
拓
本
資
料
に
關

し
て
は
後
述
す
る
が
、
右
に
列

し
た
も
の
を
含
む
先
行
の
碑
帖
類
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
『
孫
氏
祠
堂
書
目
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
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も
、
そ
の
こ
と
を
暗
示
し
て

一
五
）

い
る
。
書
名
に
「
金
石
萃
編
」
の
四
字
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
王
昶
の
『
金
石
萃
編
』
を
意
識

し
た
名

で
あ
り
、
書
中
に
「
已
見
王
氏
萃
編
（
已
に
王
氏
の
『
萃
編
』
に
見
ゆ
）」
の
表
現
が
頻
出
し
、
そ
れ
ら
の
部
分
に
つ
い
て
は
ほ

ぼ
例
外
な
く
碑
文
や
校
釋
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
書
物
が
王
昶
『
金
石
萃
編
』
の
續
編
た
る
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
表

わ
し
て
い
る
。
對
し
て
、『
鐵
橋
金
石
跋
』
は
、
金
石
資
料
の
拓
本
に
嚴
可
均
（
號
は
鐵
橋
）
が
附
し
た
題
跋
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

收
録
さ
れ
て
い
る
資
料
は
大
半
が
『
平
津
館
金
石
萃
編
』
と
重
な
っ
て
い
る
。

右
の
通
り
、
孫
星
衍
幕
府
に
は
確
か
に
少
な
か
ら
ぬ
石
刻
資
料
の
拓
本
が
收
藏
さ
れ
て
お
り
、
嚴
可
均
が
そ
れ
を
使
っ
て
『
平
津
館
金

石
萃
編
』
と
『
鐵
橋
金
石
跋
』
を
編
纂
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
す
る
と
、
嚴
氏
が
『
全
上
古
』
に
お
い
て
「
拓
本
」「
碑
本
」
を
典
據

と
し
て
提
示
し
て
い
る
石
刻
資
料
二
百
十
八
點
は
、
孫
氏
所
藏
の
資
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
見
て
誤
り
が
無
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
裏
を
返
せ
ば
、『
全
上
古
』が
既
成
の
碑
帖
類
に
收
録
さ
れ
て
い
る
釋
文
を
寄
せ
集
め
る
こ
と
で
完
成
で
き
た
か
否
か
を
判
別
す
る
こ
と

で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
孫
星
衍
幕
府
關
係
者
が
作
成
し
た
目
録
類
を
含
め
、
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
碑
帖
類
に

著
録
さ
れ
て
い
る
石
刻
資
料
が
ど
の
程
度
、『
全
上
古
』に
收
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
重
な
る
か
を
調
べ
て
み
よ
う
。
こ
の
照
合
作
業
を
通

し
て
、
孫
星
衍
幕
府
に
お
け
る
石
刻
資
料
の
收
藏
量
が
、
當
時
の
他
の
幕
府
や
收
藏
家
と
比
べ
て
如
何
な
る
水
準
に
あ
っ
た
か
も
把
握
さ

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『
全
上
古
』所
引
石
刻
拓
本
資
料
に
關
し
て
、
同
時
期
の
金
石
學
者
が
拓
本
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
た
碑
帖
類
に
著
録
さ
れ
て
い
る
資
料

と
比
較
す
る
上
で
參
考
と
な
る
の
が
、
洪
頤

に
よ
る
左
記
の
發
言
で
あ
る
。

今
の
世
の
、
是
の
學
（＝

金
石
學
）
を
爲
す
者
、
錢
少

『

研
堂
金
石
文
跋
尾
』、
翁
閣
學
『
兩
漢
金
石
記
』、

中
丞
『
山
左
金

石
志
』、
王
少
寇
『
金
石
萃
編
』、
武
大
令
『
授
堂
金
石
跋
』
有
り
。
皆
、
海
内
、
尊
向
す
。（『
平
津
讀
碑
記
』
序
）
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こ
こ
に

げ
ら
れ
て
い
る
五
書
は
、
清
代
に
お
け
る
金
石
學
の
隆
盛
を
象
徴
す
る
著
作
と
言
え
、
比
較
の
對
象
と
す
る
の
に
十
分
な
資

格
を
備
え
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
五
書
の
著
者
は
、
た
と
え
ば
、
翁
方
綱
が
『
兩
漢
金
石
記
』
以
外
に
『
蘇
齋
題
跋
』
を

し
て
い
る
な

ど
、
一
書
だ
け
で
は
そ
の
者
が
所
持
し
て
い
る
拓
本
の
全
貌
を
把
握
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
書
物

位
で
は
な
く
人

位
で

比
較
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。
右
に

げ
ら
れ
て
い
る
人
物
及
び
孫
星
衍
幕
府
の
關
係
者
の
金
石
方
面
に
お
け
る
著
作
で
、
比
較
の
對
象

に
な
る
も
の
を
列

す
る
と
左
の
通
り
に
な
る
。

①

翁
方
綱
『
兩
漢
金
石
記
』『
蘇
齋
題
跋
』

②

王

昶
『
金
石
萃
編
』

③

武

億
『
授
堂
金
石
一
跋
』『
同
二
跋
』『
同
三
跋
』『
授
堂
金
石
文
字
續
跋
』『

師
金
石
遺
文
記
』

④

錢
大
昕
『

研
堂
金
石
文
跋
尾
』『

研
堂
金
石
文
字
目
録
』

⑤

元
『
山
左
金
石
志
』『
兩
浙
金
石
志
』

⑥

孫
星
衍
『

宇
訪
碑
録
』

⑦

嚴
可
均
『
鐵
橋
金
石
跋
』『
平
津
館
金
石
萃
編
』

⑧

洪
頤

『
平
津
讀
碑
記
』

既
述
の
通
り
、
孫
星
衍
は
『

宇
訪
碑
録
』
の
前
に
、『
京
畿
金
石
考
』
も
編
纂
し
て
い
る
が
、
今
は
、
そ
の
幕
府
内
に
ど
の
程
度
、
石

刻
資
料
が
揃
っ
て
い
た
か
が
問
題
な
の
で
、
著
録
資
料
數
が
最
も
多
い
『

宇
訪
碑
録
』
の
み
を
比
較
の
列
に
加
え
た
。
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（
ロ
）『
全
上
古
』
所
引
石
刻
拓
本
資
料
の
諸
家
目
録
著
録
状
況
の
調
査

右
の
方
針
を
も
と
に
一

表
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
た
だ
し
、
拓
本
の
收
藏
状
況
に
關
し
て
全
て
の
事
例
を
示
す
の
は
、
紙
數

を
徒
に
費
や
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
表
に
し
て
比
較
す
る
目
的
を
達
す
る
に
十
分
だ
と
思
わ
れ
る
範
圍
の
提
示
に
と
ど
め
た
。

具
體
的
に
は
、『
全
上
古
三
代
文
』
か
ら
『
全
後
魏
文
』
ま
で
の
範
圍
に
限
定
し
た
。
そ
の
範
圍
内
で
「
拓
本
」「
碑
本
」
が
使
わ
れ
て
い

る
の
は
九
十
九
箇
所
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
拓
本
の
所
藏
状
況
が
比
較
の
對
象
に
な
る
。
各
人
の
所
藏
状
況
を
點

し
て
み
た
と
こ
ろ
、
次

頁
以
下
の

表
一

の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
收
藏
の
實
態
が
鮮
明
に
な
っ
た
。

一

表
に
關
し
て
補
足
説
明
を
す
る
と
、「
書
名
」
欄
は
、『
全
上
古
』
を
構
成
す
る
諸
書
の
略

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
三
代
」
は
『
全

上
古
三
代
文
』、「
秦
」
は
『
全
秦
文
』
を
指
す
、
と
い
う
要
領
で
あ
る
。「
石
刻
資
料
名
」
欄
は
『
全
上
古
』
に
お
け
る
呼

で
あ
り
、
同

じ
碑
文
を
指
し
て
い
て
も
人
に
よ
っ
て
呼
び
方
が
異
な
る
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
比
較
の
際
に
は
注
意
を
要
す
る
。

そ
の
下
は
、
石
刻
拓
本
資
料
の
各
書
に
お
け
る
著
録
状
況
を
示
し
て
い
る
。
王
昶
・
孫
星
衍
・
洪
頤

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
金

石
萃
編
』、『

宇
訪
碑
録
』、『
平
津
館
金
石
萃
編
』
に
お
け
る
收
録
箇
所
を
示
し
て
お
り
、
複
數
の
比
較
對
象
書
が
あ
る
他
の
五
者
に
つ

い
て
は
、
書
名
を
略

に
て
表
示
し
、

第
を
算
用
數
字
に
て
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
同
じ
碑
文
が
同
じ
編
者
に
よ
る
複
數
の
書
物
に
著

録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
主
要
な
一
書
と
そ
の

第
を

げ
、
別
の
書
物
に
も
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
、「
＊
」を
附
し
た
。

同
一
書
の
複
數
箇
所
に
著
録
さ
れ
て
い
る
場
合
も
同

で
あ
る
。
た
だ
し
、
嚴
可
均
の
み
は
二
書
の
著
録
を
一
律
に
併
記
し
、
錢
大
昕『

研
堂
金
石
文
字
目
録
』
に
關
し
て
は
、
目
録
だ
け
に
し
か
見
え
な
い
資
料
で
あ
っ
て
も

第
を
示
さ
ず
「
＊
」
に
よ
る
表
記
に
と
ど
め
た
。

嚴
氏
『
平
津
館
金
石
萃
編
』
の
中
で
、「
已
見
王
氏
萃
編
」
と
記
す
だ
け
で
釋
文
・
校
釋
を
省
略
し
て
い
る
碑
文
に
つ
い
て
は
、

第
を
示

す
算
用
數
字
を
（

）
で
括
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
示
し
た
。
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具
體
的
な
事
例
に
即
し
て
説
明
す
る
と
、
た
と
え
ば
、
表
の
三
行
目
は
、『
全
秦
文
』

一
に
お
い
て
「
拓
本
」
を
典
據
と
し
て
示
さ
れ

て
い
る
「
繹
山
刻
石
」
が
、
王
昶
『
金
石
萃
編
』

四
、
錢
大
昕
『

研
堂
金
石
跋
尾
』

一
と
『

研
堂
金
石
文
字
目
録
』、

元
『
山

左
金
石
志
』

二
十
一
と
別
の
一
書
（
こ
の
場
合
は
、『
兩
浙
金
石
志
』

一
）、
孫
星
衍
『

宇
訪
碑
録
』

一
に
著
録
さ
れ
て
お
り
、

嚴
可
均
『
平
津
館
金
石
萃
編
』

一
に
お
い
て
は
「
已
見
王
氏
萃
編
」
の
形
で
著
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

◆

表
一

『
全
上
古
』
所
引
石
刻
拓
本
資
料
諸
家
著
録
對
照
表

書
名

第

石
刻
資
料
名

翁
方
綱

王
昶

武

億

錢
大
昕

元

孫
星
衍

嚴
可
均

洪
頤

三
代

３

呉
季
札
之
子
葬
題
字

一
跋
１

＊

１

鐵
橋
１
／
萃
編
１

１

秦

１

泰
山
刻
石

４

＊
跋
尾
１

山
左
７

１

鐵
橋
１
／
萃
編
１

秦

１

繹
山
刻
石

４

＊
跋
尾
１

＊
山
左
21

１

／
萃
編
⑴

秦

１

邪
臺
刻
石

４

＊
跋
尾
１

山
左
７

１

／
萃
編
⑴

秦

１

會
稽
刻
石

兩
浙
１

１

鐵
橋
１
／
萃
編
１

後
漢

58

嵩
高
山
開
母

石
闕
銘

兩
漢
９

６

一
跋
１

＊

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

58

開
母

石
闕

兩
漢
９

６

一
跋
１

＊

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

81

析
里
橋

閣
頌

兩
漢
13

14

一
跋
１

＊

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

81

池
五
瑞
畫
像

兩
漢
13

14

＊

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

98

君
開

斜
道
摩
崖
刻
石

兩
漢
13

５

＊
跋
尾
１

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

98

祀
三
公
山
碑

兩
漢
11

６

＊
跋
尾
１

１

／
萃
編
⑵

１
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後
漢

98

漢
故
益
州
太
守
北
海
相
景
君
銘

兩
漢
８

７

＊
跋
尾
１

山
左
７

１

／
萃
編
⑵

後
漢

98

敦
煌
長
史
武
斑
碑

兩
漢
15

８

一
跋
１

＊
跋
尾
１

山
左
７

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

98

武
氏
石
闕
銘

兩
漢
15

８

＊

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

99

宛
令
李
孟
初
神
祠
碑

兩
漢
12

８

一
跋
２

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

100

西
嶽
華
山

碑

兩
漢
12

11

一
跋
１

＊

１

鐵
橋
１
／
萃
編
⑵

再
續
２

後
漢

101

漢
故
執
金
吾
丞
武
榮
碑

兩
漢
８

12

跋
尾
１

山
左
８

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

101

衞
尉
衡
方
碑

兩
漢
12

12

跋
尾
１

山
左
８

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

101

淳
于
長
夏
承
碑

兩
漢
10

13

＊
跋
尾
１

１

鐵
橋
１
／
萃
編
⑵

１

後
漢

102

西
狹
頌

兩
漢
13

14

一
跋
１

＊
跋
尾
１

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

102

博
陵
太
守
孔
彪
碑

兩
漢
６

14

＊
跋
尾
１

山
左
８

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

102

武
都
太
守
耿
勳
碑

兩
漢
13

15

＊
跋
尾
１

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

102

漢
故
司

校
尉
忠
惠
父
魯
君
碑

兩
漢
８

15

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

103

玄
儒
先
生
婁
壽
碑

兩
漢
16

17

一
跋
１

１

鐵
橋
１
／
萃
編
２

１

後
漢

103

聞
熹
長
韓
仁
碑

兩
漢
12

17

一
跋
１

跋
尾
１

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

103

豫
州
從
事
尹
宙
碑

兩
漢
12

17

一
跋
１

＊
跋
尾
１

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

104

陽
長

乾
校
官
碑

兩
漢
11

17

一
跋
２

＊
跋
尾
１

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

104

白
石
神
君
碑

兩
漢
11

17

一
跋
２

＊
跋
尾
１

１

鐵
橋
１
／
萃
編
⑵

１

後
漢

105

陽
令
曹
全
碑

兩
漢
11

18

一
跋
２

＊
跋
尾
１

１

／
萃
編
⑵

１

後
漢

105

漢
故
穀
城
長
蕩
陰
令
張
君
表
頌

兩
漢
12

18

一
跋
２

＊
跋
尾
１

山
左
８

１

／
萃
編
⑵

１
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後
漢

106

戚
伯
著
碑

鐵
橋
１
／
萃
編
２

１

後
漢

106

仙
人
唐
公
房
碑

兩
漢
12

19

＊
跋
尾
１

１

鐵
橋
１
／
萃
編
⑵

１

三
國

17

孔
子

頌

兩
漢
18

23

一
跋
３

＊
跋
尾
２

山
左
８

１

／
萃
編
⑶

２

三
國

28

受
禪
表

兩
漢
18

23

＊

１

／
萃
編
⑶

２

三
國

28

公
卿
將
軍
奏
上
尊
號

23

一
跋
３

＊

１

／
萃
編
⑶

２

三
國

56

漢
廬
江
太
守
范
式
碑

＊
兩
漢
８

24

一
跋
３

＊
跋
尾
２

山
左
８

１

／
萃
編
⑶

２

三
國

56

贈
司
空
征
南
將
軍
王
基
碑

24

一
跋
３

＊
跋
尾
２

１

／
萃
編
⑶

２

三
國

60

八
濛
摩
崖

三
國

75

呉
九
眞
太
守
谷
朗
碑

兩
漢
18

＊

１

鐵
橋
１
／
萃
編
３

２

三
國

75

天
發
神

文

兩
漢
18

24

跋
尾
２

１

／
萃
編
⑶

２

三
國

75

禪
國
山
碑

兩
漢
18

24

＊
跋
尾
２

１

／
萃
編
⑶

２

晉

44

閣
道
摩
崖
題
名

兩
漢
13

24

跋
尾
２

１

２

晉

69

東
方
朔
畫

序

晉

70

晉
故
使
持
節
侍
中
太
傅

鉅
平
成

羊
公
碑

晉

86

太
公
呂
望
表

25

一
跋
３

＊
跋
尾
２

１

／
萃
編
⑷

２

晉

125

春
秋
穀
梁
傳
集
解
序

晉

146

征
東
軍
司
劉
韜
墓
志

25

師
上

＊
跋
尾
２

１

／
萃
編
⑷

２

晉

146

任
城
太
守
夫
人
孫
氏
碑

25

續
跋
１

＊
跋
尾
２

山
左
８

１

／
萃
編
⑷

２

― ―39

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



晉

146

晉
平
西
將
軍
周
處
碑

晉

152

廣
武
將
軍
□
産
碑

25

續
跋
１

２

／
萃
編
⑷

２

宋

54

宋
故
龍

將
軍
護
鎭

校
尉
寧

州
刺
史

都
縣

使
君
之
碑

鐵
橋
１
／
萃
編
４

三
續
上

梁

47

鶴
銘

序

26

＊

２

／
萃
編
⑷

＊
再
續
５

梁

50

故
侍
中
司
空
永
陽
昭
王
墓
誌
銘

梁

50

梁
故
侍
中
司
徒

騎
將

軍
始
興
忠
武
王
碑

26

＊
跋
尾
２

２

／
萃
編
⑷

２

梁

69

石
井
匡
題
字

26

＊
跋
尾
２

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

７

弔
殷
比
干
墓
文

27

＊
跋
尾
２

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

10

贈
高
貞
詔

鐵
橋
１
／
萃
編
４

２

後
魏

13

贈
高
湛
詔

30

＊
跋
尾
３

山
左
９

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

15

振
興
温
泉
頌

28

＊

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

16

造
石
窟
像
記

27

一
跋
３

＊

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

48

前
涼
州
刺
史
兼
吏
部
郎
中

陳
郡
袁
飜
字
景
翔
制
銘

29

後
魏

48

慧
成
造
像
銘

27

一
跋
３

／
萃
編
⑷

２

後
魏

49

孫
秋
生
等
造
像
銘

27

一
跋
３

＊
跋
尾
２

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

51

造
像
記
（
劉
洛
眞
）

27

２

／
萃
編
⑷
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後
魏

53

造
像
記
（
元
寧
）

29

＊
跋
尾
２

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

54

造
像
記
（
李
和
之
）

29

２

後
魏

54

造
釋

石
像
記
（
魏
靈
藏
）

28

一
跋
３

＊

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

55

造
像
碑
（
曹
續
生
）

32

２

２

後
魏

55

造
像
記
（
岐
法
起
）

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

55

造
須
彌
塔
記
（
王
方
略
）

30

師
上

跋
尾
２

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

55

武
徳
郡
建
沁
水
石
橋
記

31

一
跋
３

２

／
萃
編
⑷

後
魏

55

造
釋

像
記
（
路
僧
妙
）

29

２

２

後
魏

56

邑
主
仇
池
楊
大
眼
爲
孝

文
皇
帝
造
象
記

28

一
跋
３

＊
跋
尾
２

２

／
萃
編
⑷

後
魏

56

季
洪
演
造
像
頌

31

２

／
萃
編
⑷

後
魏

56

弩
機
銘

後
魏

56

石
門
銘

＊
跋
尾
２

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

56

齊
郡
王
祐
造
像
銘

28

跋
尾
２

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

57

魏
故
寧
朔
將
軍
固
州
鎭
將

鎭
東
將
軍
漁
陽
太
守
宜
陽

子
司
馬
元
興
墓
誌
銘

27

一
跋
３

＊
跋
尾
２

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

57

司
馬
景
和
妻
孟
氏
墓
誌
銘

28

一
跋
３

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

57

洛
州
刺
史

遵
墓
誌
銘

28

一
跋
３

＊
跋
尾
２

山
左
９

２

／
萃
編
⑷

２
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後
魏

57

魏
故
持
節
龍

將
軍
督

營
州
諸
軍
事
營
州
刺
史

征
虜
將
軍
大
中
大
夫
臨

青
男
崔
公
之
墓
誌
銘

續
跋
１

２

／
萃
編
⑷

後
魏

57

濟
青
相
涼
朔
恆
六
州
刺

史
高
植
墓
誌
銘

29

＊
跋
尾
２

山
左
９

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

57

司
馬

墓
誌
銘

29

一
跋
３

２

２

後
魏

57

南
秦
州
刺
史
司
馬
昇
墓
誌
銘

30

一
跋
３

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

57

齊
州
刺
史
高
湛
墓
誌
銘

30

＊
跋
尾
３

山
左
９

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

58

洛
州
郷
城
老
人
佛
碑

27

＊

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

58

中
書
令

書
監

州
刺
史
鄭
羲
碑

＊
跋
尾
２

山
左
９

２

２

後
魏

58

州
刺
史

思
伯
碑

28

＊
跋
尾
２

山
左
９

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

58

魯
郡
太
守
張
猛
龍
清
頌
碑

29

一
跋
３

＊
跋
尾
２

山
左
９

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

58

中
嶽
嵩
陽
寺
碑

30

續
跋
１

＊
跋
尾
２

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

58

禪
靜
寺
刹
前
銘
敬
史
君
碑

30

續
跋
２

＊
跋
尾
３

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

58

魯
孔
子

碑

31

續
跋
２

＊
跋
尾
３

山
左
９

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

58

邑
主
造
像
碑

31

師
上

２

三
續
上

後
魏

60

造
像
記
（
釋
法
生
）

27

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

60

造
定
光
像
記
（
釋
法
衍
）

27

２

／
萃
編
⑷

後
魏

60

造
彌
勒
像
記
（
僧
略
）

27

＊

２

／
萃
編
⑷

２
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後
魏

60

造
彌
勒
像
記
（
慧

）

29

２

後
魏

60

造
像
記
（
釋
僧
演
）

32

２

／
萃
編
⑷

２

後
魏

60

張
法
壽
造
像
銘
（
洪
寶
）

30

２

／
萃
編
⑷

２

右
の
一

表
を
通

す
る
と
、
孫
星
衍
幕
府
關
係
者
に
よ
る
『

宇
訪
碑
録
』、『
平
津
館
金
石
萃
編
』、『
平
津
讀
碑
記
』
著
録
の
石
刻

資
料
が
ほ
ぼ
完
全
に
重
な
っ
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
く
。『
平
津
館
金
石
萃
編
』
と
『
平
津
讀
碑
記
』
著
録
の
資
料
は
孫
星
衍
が
家
藏
し
て
い

た
こ
と
が
確
實
な
こ
と
は
既
に
見
た
通
り
だ
か
ら
、『

宇
訪
碑
録
』著
録
の
石
刻
資
料
は
、
孫
氏
が
拓
本
の
形
で
持
っ
て
い
た
と
考
え
て

支
障
が
な
い
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。『

宇
訪
碑
録
』に
著
録
さ
れ
て
い
な
い
資
料
が
他
の
二
書
に
著
録
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る

が
、
そ
れ
は
前
節
末
尾
で
示
し
た
通
り
、『
平
津
館
金
石
萃
編
』
と
『
平
津
讀
碑
記
』
は
、『

宇
訪
碑
録
』
の
完
成
後
に
編
纂
が
開
始
さ

れ
た
た
め
、
新
出
資
料
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

諸
家
が
著
録
し
て
い
る
資
料
數
の
多
寡
に
つ
い
て
み
る
と
、
翁
方
綱
が
三
十
三
點
、
王
昶
が
八
十
二
點
、
武
億
が
四
十
一
點
、
錢
大
昕

が
六
十
五
點
、

元
が
二
十
一
點
、
孫
星
衍
が
八
十
七
點
、
嚴
可
均
が
八
十
三
點
、
洪
頤

が
七
十
八
點
と
、
王
・
錢
・
孫
・
嚴
・
洪
の

五
者
の
著
録
數
が
近
い
。
孫
星
衍
幕
府
關
係
者
以
外
の
收
藏
者
で
は
、
王
氏
の
收
藏
量
が
孫
氏
と
比
肩
し
て
い
る
。
錢
氏
の
著
録
は
、
三

國
期
以
前
の
資
料
に
關
し
て
は
、
王
氏
と
ほ
ぼ
匹
敵
し
て
い
る
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
著
録
の
割
合
が
下
降
す
る
。

以
上
の
分
析
か
ら
、
翁
方
綱
・
王
昶
・
武
億
・
錢
大
昕
・

元
・
孫
星
衍
は
い
ず
れ
も
當
時
の
金
石
學
の
大
家
だ
が
、『
全
上
古
』
に
採

録
さ
れ
て
い
る
規
模
の
石
刻
資
料
を
揃
え
て
い
た
の
は
、
王
昶
と
孫
星
衍
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
、
王
昶
は
『
全
上
古
』
の

編
纂
が
開
始
さ
れ
る
二
年
前
に

し
て
い
る
か
ら
、
編
纂
開
始
の
時
點
で
は
、
孫
星
衍
幕
府
内
に
收
藏
さ
れ
て
い
た
石
刻
資
料
の
數
は
、
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當
時
の
金
石
收
藏
家
の
間
で
も
突
出
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

（
ハ
）
王
昶
の
拓
本
と
孫
星
衍
の
拓
本

『
全
上
古
』
で
引
用
さ
れ
て
い
る
石
刻
資
料
は
か
な
り
の
割
合
で
王
昶
『
金
石
萃
編
』
に
著
録
さ
れ
て
お
り
、『
金
石
萃
編
』
に
は
銘
文

の
模
寫
文
ま
で
收
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
實
に
よ
る
と
、
嚴
可
均
は
『
金
石
萃
編
』
に
收
録
さ
れ
て
い
る
資
料
を
參
照
す
る
だ
け
で
、

『
全
上
古
』に
拓
本
を
典
據
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
石
刻
資
料
の
大
半
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
か
に
見
え
る
。
そ
こ
で
、『
金
石
萃
編
』

に
收
録
さ
れ
て
い
て
、
か
つ
『
全
上
古
』
所
引
拓
本
資
料
に
含
ま
れ
て
い
る
石
刻
文
に
關
し
て
、
提
示
さ
れ
て
い
る
文
章
を
比
較
し
て
み

た
い
。
も
し
兩
者
が
全
く
同
文
で
あ
れ
ば
、
嚴
氏
は
孫
星
衍
幕
府
所
在
の
資
料
を
見
る
ま
で
も
な
く
、『
金
石
萃
編
』
か
ら
『
全
上
古
』
編

纂
に
必
要
な
資
料
を

き
出
す
だ
け
で
濟
み
、
石
刻
資
料
の
收
集
に
關
し
て
は
、
幕
府
に

在
す
る
意
義
を
認
め
難
い
こ
と
に
な
る
。
逆

に
、
兩
者
の
文
章
に
違
い
が
見
ら
れ
れ
ば
、
孫
星
衍
幕
府
内
に
は
有
用
な
拓
本
資
料
が
そ
れ
だ
け
收
藏
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の

幕
府
が
備
え
て
い
た
學
術
的
意
義
の
一
端
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

以
上
の

點
を
も
と
に
比
較
し
て
み
る
と
、
全
く
同
文
の
場
合
も
勿
論
少
な
く
は
な
い
が
、
前
節
で
紹
介
し
た
「
尉
氏
令
鄭
季
宣
碑
」

の
よ
う
に
、
二
つ
の
資
料
が
提
示
し
て
い
る
文
章
に
相
違
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
全
後
漢
文
』

百
一
、
闕
名
「
衞
尉

衡
方
碑
」（1017

18

）
は
、「
碑
拓
本
」
を
典
據
と
し
て
銘
文
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
碑
文
は
『
金
石
萃
編
』

十
二
に
も
、
隷
書
の

模
寫
文
が
收
録
さ
れ
て
い
る
。
兩
者
の
文
章
の
大
半
は
一
致
し
て
い
る
が
、
末
尾
の
部
分
に
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。「

澤
戴
仁
」句

の
下
に
關
し
て
、『
全
上
古
』
で
は
「
六
字
を
缺
く
」
と
述
べ
、
六
字
分
の
缺
字
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
に
對
し
、『
金
石
萃
編
』

で
は
、「
□
□
」
と
、
二
字
の
闕
字
し
か
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
に
來
る
「
維
明
維
允
」
句
に
關
し
て
、『
全
上
古
』
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で
は
四
文
字
全
て
を
示
し
て
い
る
が
、『
金
石
萃
編
』
で
は
「
維
□
維
允
」
に
作
り
、「
明
」
字
を
缺
い
て
い
る
。『
金
石
萃
編
』
の
缺
字
部

分
が
『
全
上
古
』
で
補
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
嚴
可
均
が
孫
星
衍
所
有
の
拓
本
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
の
證
左
に
な
り
そ
う
だ
が
、
翁
方

綱
『
兩
漢
金
石
記
』

十
二
「
漢
故
衞
尉
卿
衡
府
君
之
碑
」
に
提
示
さ
れ
て
い
る
銘
文
の
模
寫
文
が
該
句
を
や
は
り
「
維
明
維
允
」
に
作
っ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
も
と
に
補
っ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
別
の
資
料
を
比
較
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。「
碑
舊
拓
本
」
が
典
據
に
な
っ
て
い
る
『
全
後
漢
文
』
五
十
八
、

「
嵩
高
山
開

母

石
闕
銘
」（794

95
）
は
、
翁
方
綱
『
兩
漢
金
石
記
』

九
と
王
昶
『
金
石
萃
編
』

六
に
「
開
母

石
闕
銘
」
と
題
し
て
收
録
さ
れ

て
い
る
が
、『
兩
漢
金
石
記
』
所
掲
の
模
寫
文
は
『
金
石
萃
編
』
よ
り
字
數
が
少
な
い
。
な
お
、

表
一

に
よ
る
と
、「
開
母

石
闕
」
は
、

武
億
『
授
堂
金
石
跋
』

一
と
錢
大
昕
『

研
堂
金
石
文
字
目
録
』
に
も
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
兩
書
は
銘
文
の
本
文
を
提
示
し
て
い
な

い
の
で
、
比
較
す
る
對
象
に
は
な
ら
な
い
。

こ
の
銘
文
を
『
全
上
古
』
を
基
準
に
提
示
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
破
線
を
施
し
て
あ
る
の
は
、『
金
石
萃
編
』
で
は
闕
字
に
な
っ

て
い
る
部
分
で
あ
り
、
傍
線
を
施
し
て
あ
る
の
は
、『
金
石
萃
編
』
で
は
別
の
字
に
作
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

□
□

川
郡
陽
城
縣
開
母

興
治
神
道
闕
。
時
太
守
杜
陵
朱
寵
、
丞
零
陵
泉
陵

政
、
五
官
掾
陰
林
、
戸
曹
史
夏
效
、
監
掾
陳
脩
長
、

西
河

陽

寶
、
丞
漢
陽
冀

俊
、
廷
掾
趙
穆
、
戸
曹
史
張
詩
、
將
作
掾
嚴
壽
、
佐
左
福
。

□
□
□
□
、
範
防
百
川
。
柏

遂
、
□
□
其
原
。
洪
泉
浩
浩
、
下
民
震
驚
。
禹
□
□
功
、
疏
河
寫
玄
。
九
山

旅
、
□
□

文
。

爰
納
塗
山
、
辛
癸
之
間
。
三
過
匪
人
、
寔
勤
斯
民
。
同
心
濟
溢
、

建
三
正
。
杞

派
替
、
又
遭

秦
。
聖
漢

享
、
于
茲

神
。

彼
飛
雉
、
□
□
其
庭
。
貞
祥
符
瑞
、
靈
支
梃
生
。
出
□
□
化
、
陰
陽
穆
清
。
興
雲
降
雨
、
□
□
□
寧
。
守
一
不
歇
、
比
性
乾
坤
。

福
祿
來

、
相
宥
我
君
。
千
秋
萬
祀
、
子
子
孫
孫
。
表

銘
功
、
昭

後
昆
。
□
□
□
□
延
光
二
年
。
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先
の
事
例
と
は
異
な
り
、
こ
の
銘
文
に
關
し
て
、
王
昶
と
孫
星
衍
が
提
示
す
る
文
章
に
か
な
り
の
相
違
が
見
ら
れ
る
の
は
、
孫
氏
が「
舊

拓
本
」
を
所
有
し
て
い
た
か
ら
だ
と
判

さ
れ
る
。
武
億
が
「
銘
詞
、
已
に
剥
落
し
、
僅
か
に
數
十
餘
字
を
存
す
る
の
み
」（『
授
堂
金
石

跋
』

一
「
漢
開
母

闕
銘
」）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
碑
石
は
か
な
り
傷
ん
で
い
る
た
め
、
判
讀
不
明
の
箇
所
が
少
な
く
な
い
。

洪
頤

が
『
平
津
讀
碑
記
』

一
「
嵩
山
開
母

石
闕
銘
」
に
お
い
て
説
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、『
兩
漢
金
石
記
』
で
は
判
讀
可
能
な
部
分

の
釋
文
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
洪
氏
が
こ
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
身
近
に
よ
り
良
質
な
石
刻
資
料
、
す
な
わ
ち「
舊

拓
本
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
洪
氏
は
「
蓋
し
得
る
所
の
拓
本
に
優
劣
有
る
な
り
」
と
述
べ
、
翁
氏
所
藏
の
拓
本
が
孫
氏
所

藏
の
も
の
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

『

宇
訪
碑
録
』

一
「
嵩
山
開
母

石
闕
銘
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
開
母

は
「
河
南
登
封
」
に
あ
る
の
だ
が
、
新
た
に
拓
本

を
取
っ
て
も
、
碑
石
が
現
況
よ
り
良
い
状
態
の
時
に
取
ら
れ
た
「
舊
拓
本
」
よ
り
資
料
價
値
が
劣
る
こ
と
は
見
易
い
道
理
で
あ
る
。
孫
星

衍
が
舊
拓
本
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
、
嚴
可
均
は
そ
れ
を
も
と
に
王
昶
『
金
石
萃
編
』
所
掲
の
銘
文
よ
り
優
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
『
全
上
古
』

の
中
に
提
示
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

「
開
母

石
闕
」
の
場
合
ほ
ど
大
き
く
違
う
事
例
は
他
に
は
な
い
よ
う
だ
が
、

表
一

に

げ
ら
れ
て
い
る
石
刻
資
料
に
つ
い
て
、『
全

上
古
』
と
『
金
石
萃
編
』
所
掲
の
文
章
を
比
較
す
る
と
、
二
三
字
程
度
の
違
い
が
あ
る
事
例
は
他
に
も
散
見
し
、『
金
石
萃
編
』
が
闕
字
と

し
て
い
る
箇
所
が
『
全
上
古
』
で
は
補
わ
れ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
闕
字
が
補
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
王
昶
が
所
持
し
て
い
た
も

の
と
は
別
の
拓
本
を
孫
星
衍
が
所
藏
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
嚴
可
均
は
、『
全
上
古
』
に
大
量
の
石
刻
資
料
を
提
示
す
る
上
で
、

當
時
に
あ
っ
て
は
最
も
有
利
な
環
境
を
提
供
で
き
る
幕
主
の
下
に
身
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
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四
、
幕
主
の
交
友
關
係
か
ら
得
ら
れ
た
情
報

前
節
ま
で
の
考
察
の
結
果
、
嚴
可
均
が『
全
上
古
』を
編
纂
し
、
そ
の
中
に
金
石
資
料
を
提
示
す
る
際
、
幕
主
の
孫
星
衍
が
豐
富
に
持
っ

て
い
た
關
連
資
料
を
有
效
に
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
節
で
は
、
幕
主
の
孫
氏
が
こ
れ
ら
の
資
料
を
入
手
し
、
幕
友

の
嚴
氏
が
そ
れ
を
利
用
す
る
上
で
、
幕
主
の
交
友
關
係
が
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
幕
府
が
持
っ
て
い
た
學
術
機
能
が
さ
ら
に
解
明
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
イ
）『

宇
訪
碑
録
』
序
に
お
け
る
「
通
人
名
士
」

孫
星
衍
が
『

宇
訪
碑
録
』
序
に
お
い
て
、「
通
人
名
士
」
か
ら
資
料
の
提
供
を
受
け
た
こ
と
を
述
べ
て
い
た
こ
と
は
既
に
見
た
通
り
だ

が
、
誰
か
ら
ど
の
資
料
の
提
供
を
受
け
た
か
に
つ
い
て
容
易
に
察
知
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
各
著
録
資
料
の
所
在
が
地
名
で
は
な
く
、
個

人
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
に
著
録
さ
れ
て
い
る
資
料
を
例
に

げ
る
と
、「
秦
十
二
字
瓦
」の
所
在
は「
浙

江
仁
和
趙
氏
家
藏
」、「
海
鹽

文
」
の
所
在
は
「
江
蘇
儀
徴

氏
家
藏
」、「
侍
御
史
河
内
温
令
王
稚
子
闕
」
の
所
在
は
「
浙
江
錢
塘
黄
氏

藏
本
」
に
な
っ
て
い
る
。
序
文
の
記
す
と
こ
ろ
に
從
う
と
、「
趙
氏
」
は
趙
魏
、「

氏
」
は

元
、「
黄
氏
」
は
黄
易
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て

お
り
、
所
在
が
こ
の
よ
う
に
個
人
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
拓
本
の
提
供
者
を
指
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

『

宇
訪
碑
録
』
の
中
で
個
人
藏
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
拓
本
類
が
、『
全
上
古
』
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
看
取
で
き

る
例
が
あ
る
。
筆
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
七
例
が
見
つ
か
り
、『

宇
訪
碑
録
』
著
録
の
資
料
を
基
準
に
一

表
を
作
成
す
る
と

表
二
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の
通
り
に
な
る
。
な
お
、『

宇
訪
碑
録
』
側
の
著
録
は
、
い
ず
れ
も

二
な
の
で

第
の
表
記
を
省
略
し
た
。

◆

表
二

『

宇
訪
碑
録
』

二
著
録
個
人
所
藏
拓
本
と
『
全
上
古
』
に
お
け
る
そ
の
利
用

『

宇
』
所
收
石
刻
資
料
名

所
在
表
示

『
全
上
古
』

文

章

名

中
華
書
局
本
頁

張
保
洛
等
造
像
記

仁
和
趙
氏
拓
本

『
全
北
齊
文
』

六

張
保
洛
「
造
像
碑
」

3859

比
邱
道

造
像
記

浙
江
錢
塘
黄
氏

『
全
北
齊
文
』

十

道

「
造
像
記
」

3883

南
陽
寺
碑

江
蘇
青
浦
王
氏
拓
本

『
全
北
齊
文
』

十

缺
名
「
臨
淮
王
造
像
碑
」

3881
83

比
邱
道
略
等
造
像
銘

仁
和
趙
氏
拓
本

『
全
北
齊
文
』

九

缺
名「
比
丘
僧
道
略
等
造
神
碑
尊
像
銘
」

3878

馬
天
祥
等
造
像
記

浙
江
錢
塘
何
氏
拓
本

『
全
北
齊
文
』

八

馬
天
祥
「
造
像
碑
」

3873

梁
州
使
君
陳
茂
碑

浙
江
仁
和
趙
氏
拓
本

『
全
隋
文
』

三
十

缺
名
「
隋
上
柱
國
梁
州
刺
史
陳
茂
碑
」

4197
98

左
屯
衞
大
將
軍

辯
墓
誌

浙
江
仁
和
趙
氏

『
全
隋
文
』

十
四

虞
世
基
「
左
衞
大
將
軍
左
光
祿
大
夫

恭
公
墓
誌
銘

」
序

4096
97

表
の
直
前
で
説
明
し
た
人
物
を
除
く
と
、
所
在
欄
に
出
て
い
る
「
王
氏
」
は
王
昶
、「
何
氏
」
は
何
元
錫
（
一
七
六
六
〜
一
八
二
九
）
を

指
し
て
い
る
。
表
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
所
藏
者
の
中
、
趙
・
何
二
氏
に
つ
い
て
、

元
は
そ
の
著
述
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

元
、
山
左
に
在
る
に
、

牘
の
暇
、
事
に
即
き
て

し
、
仁
和
の
朱
朗
齋
（
文
藻
）・
錢
塘
の
何
夢
華
（
元
錫
）・

師
の
武
虚
谷

（
億
）・
益
都
の
段
赤
亭
（
松
苓
）
を
引
き
て
助
と
爲
す
。
…
…

乾
隆
）
六
十
年
冬
、
草

、
斯ここ
に
定
ま
る
。
元
復
た
命
を
奉
じ
て
兩

浙
に
視
學
し
、
舟
車
の
餘
間
に
、
重
ね
て

訂
を
爲
し
、
更
に
仁
和
の
趙
晉
齋
（
魏
）
に
屬
し
て
校
勘
せ
し
む
。（『
山
左
金
石
志
』
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序
）

元
は
、
山
東
學
政
で
あ
っ
た
時
、
當
地
所
在
の
金
石
資
料
を
著
録
し
た
『
山
左
金
石
志
』
の
編
纂
を
始
め
、
そ
の
作
業
に
關
し
て
何

元
錫
の
協
力
を
得
て
い
る
。
草
稿
が
ほ
ぼ
出
來
上
が
っ
た
後
、
學
政
と
し
て
浙
江
に
赴
任
す
る
と
校
訂
に
取
り
掛
か
り
、
そ
の
作
業
に
關

し
て
は
趙
魏
の
助
力
を
得
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
二
人
は

元
の
幕
友
で
あ
っ
た
。
す
る
と
、
孫
星
衍
が
こ
の
二
人
の
所
藏
に
係
る
拓
本

を
入
手
で
き
た
の
は
、

元
と
の
交
友
關
係
が
大
き
く
働
い
て
い
る
と
判

さ
れ
る
。

（
ロ
）

元
所
藏
「
西
嶽
華
山

碑
」
の
利
用

元
の
幕
友
が
所
藏
す
る
石
刻
資
料
の
拓
本
が
、

氏
と
孫
星
衍
の
交
友
關
係
を
通
し
て
孫
氏
の
幕
府
に
も
た
ら
さ
れ
、『
全
上
古
』に

そ
れ
ら
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、

氏
の
名
を

表
二

に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、『
全
上
古
』
に

元
所
藏
の
石
刻
資
料
が
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
全
後
漢
文
』

百
に
は
、
闕
名
「
西
嶽
華
山

碑
」（1012

13

）
が
「
舊
拓
碑
本
」
と
『

釋
』

二
を
典
據
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い

る
。『

宇
訪
碑
録
』

一
「
西
嶽
華
山

碑
」
の
所
在
が
「
浙
江

縣
范
氏
藏
本
」
に
な
っ
て
い
る
の
に
よ
る
と
、
嚴
可
均
は
天
一
閣
所

藏
の
拓
本
な
い
し
そ
の
模
本
を
利
用
し
た
だ
け
に
見
え
る
。
し
か
し
、
仔
細
に
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
資
料
の
入
手
に
は
孫
星
衍
と

元

の
交
友
が
深
く
關
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

後
漢
の
延
熹
八
年
（
一
六
五
）
に
建
立
さ
れ
た
「
華
山

碑
」
は
、
後
漢
の
大
儒
蔡

の
筆
と
も
傳
え
ら
れ
、

陽
脩
『
集
古
録
』

一
、
洪

『
隷
釋
』

二
を
始
め
と
す
る
碑
帖
・
目
録
に
著
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
早
く
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

顧
炎
武
（
一
六
一
三
〜
一
六
八
二
）『
金
石
文
字
記
』

一
「
西
嶽
華
山

碑
」
に
よ
る
と
、
明
の
嘉
靖
三
十
四
年
（
一
五
五
五
）
に
地
震
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の
た
め
損

し
、
碑
石
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
銘
文
の
拓
本
は
宋
代
以
降
に
取
ら
れ
た
「
舊
拓
本
」
と
そ
れ
を
模
刻
し
た
も

の
が
傳
わ
る
だ
け
で
あ
り
、
主
要
な
舊
拓
本
に
は
三
種
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
は
、
明
の
京
師
大
名
府
長
垣
縣
の
王
文

か
ら
傳
わ
っ
た
こ

と
か
ら
「
長
垣
本
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
書
道
を
愛
好
す
る
成
親
王
（
永

。
乾
隆
帝
の
第
十
一
子
）
の
所
有
に

し
た
。
そ
の

二
は
、
浙
江
省

縣
の
全
祖
望（
一
七
〇
五
〜
一
七
五
五
）、
天
一
閣
の
范
氏
を
經
て
い
て
、

縣
の
近
く
に
四
明
山
が
あ
る
こ
と
か
ら「
四

明
本
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は

元
の
手
に

し
た
。
そ
の
三
は
、
清
初
に
陝
西
省
華
陰
縣
の
王
弘
撰
（
一
六
二
二
〜
一
七

〇
二
）
の
所
藏
を
經
て
い
る
こ
と
か
ら
「
華
陰
本
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
朱

（
一
七
二
九
〜
一
七
八
一
）
の
手
に

し
て
い
る
。

三
本
の
中
で
は
、
長
垣

一
六
）

本
が
缺
損
が
最
も
少
な
く
、
華
陰
本
が
そ
れ
に
次
ぎ
、
四
明
本
の
缺
字
が
一
番
多
い
。
嘉
慶
十
三
年
（
一
八
〇

八
）
に
四
明
本
を
入
手
し
た

元
は
、
翌
年
、
そ
の
銘
文
を
石
に
模
刻
し
北
湖
の
祠
塾
の
中
に
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
本
の
模
本
を

持
っ
て
い
た
翁
方
綱
の
蘇
齋
に
お
い
て
、
自
身
が
所
藏
す
る
四
明
本
と
校
合
し
て
お
り
（

『
是
程
堂
集
』

十
「
集
蘇
米
齋

溪
先

生
出
示
手

華
山

碑
凡
三
本
雲
臺
先
生
復
出
新
刻
四
明
本
相
校
賦
呈
兩
先
生
」詩
）、
そ
の
時
に
模
本
を
作
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。
嘉
慶

十
五
年
（
一
八
一
〇
）
三
月
に
は
、
桂
芳
（
生
卒
年
未
詳
）
の
家
で
そ
の
所
藏
に
係
る
長
垣
本
に
よ
っ
て
闕
字
部
分
を
雙
鉤
、
す
な
わ
ち

模
寫
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
四
明
本
の
原
拓
本
と
長
垣
本
・
華
陰
本
の
模
本
が

元
の
所
に
在
っ
た
。
金
石
資
料
を
多
數
所
藏
し
て

い
る

元
に
と
っ
て
も
、「
西
嶽
華
山

碑
」の
三
種
の
拓
本
が
手
元
に
揃
っ
た
こ
と
は
甚
だ
喜
ば
し
い
出
來
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、

氏
が
『
漢
延
熹
西
嶽
華
山

碑
考
』
を
編
纂
し
て
い
る
こ
と
か
ら
看
取
さ

一
七
）

れ
る
。
四

か
ら
な
る
こ
の
書
物
の
構
成
は
、

一
で
は
、

こ
の
拓
本
に
對
す
る
諸
家
の
説
を
載
せ
て
お
り
、

二
で
は
長
垣
本
、

三
で
は
四
明
本
、

四
で
は
華
陰
本
、
と
一

毎
に
一
本
を
割

り
當
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
移
轉
に
關
す
る
考
證
と
諸
家
が
寄
せ
た
題
跋
を
豐
富
に
掲
載
し
て
あ
る
。

さ
て
、
嚴
可
均
は
『
鐵
橋
漫
稿
』

八
「
書
伍

堂
所
藏
西
嶽
華
山

碑
後
」
に
お
い
て
、
長
垣
本
と
四
明
本
の
移
轉
の
概
略
を
示
し
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た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
雙
鉤
本
を
作
成
し
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

余
、
撫
部
の
京
寓
に
在
り
て
、
此
の
二
本
を
借

し
、
坐
臥
相
對
す
る
こ
と
、
皆
、
七
八
日
、
各
お
の
雙
鉤
す
る
こ
と
一
再
過
。
其

の
模
糊

缺
の
處
、
余
、
皆
能
く
え
を
記
憶
す
。

文
中
の
「
撫
部
の
京
寓
」
と
は
、「
撫
部
」、
す
な
わ
ち
浙
江
巡
撫・
に
し
て
刑
部・
右
侍
郎
を
兼
任
し
て
い
た

元
の
京
師
に
お
け
る
住
ま

い
で
あ
り
、
衍
聖
公
が
京
師
に
持
っ
て
い
た
邸
宅
に
そ
の
孫
娘
の
婿
と
し
て

在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
嚴
可
均
は
そ
こ
で
、
拓
本
二

種
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
程
度
費
や
し
、
雙
鉤
本
を
作
成
し
て
い
る
。
右
の
記
述
だ
け
で
は
、
嚴
氏
が
如
何
な
る
立
場
で

元
の

京
寓
に

在
し
た
か
不
明
だ
が
、

氏
の
幕
友
の
張
鑑
（
一
七
六
八
〜
一
八
五
〇
）
に
よ
る
左
の
記
録
を
讀
む
と
、
事
情
の
詳
細
が
知
ら

れ
る
。是

の
時
に
當
た
り
て
、
陽
湖
の
孫

察
淵
如
、
山
左
に
官
し
、
之
を
聞
き
て
特
に
書
を
中
丞
に
致
し
、
三
碑
を
彙
借
し
て
響
拓
せ
ん

こ
と
を
乞
ひ
、
乃
ち
吾
が
郷
の
舊
好
の
嚴
孝
廉
鐵
橋
に
命
じ
、
都
に
入
り
て
親
し
く
其
の
事
を
理
董
せ
し
む
。
時
に
余
、
雲
臺
師
と

倶
に
太
僕
街
の
衍
聖
公
の
賜
第
に
在
り
、
遂
に
相

す
る
こ
と
十
餘
日
。
渠
の
手
づ
か
ら
三
碑
を
鉤
し
て
以
て

る
を
看
る
。（
張
鑑

『
冬
青
館
乙
集
』

七
「
西
嶽
華
山
碑
書
後
」）

孫
星
衍
は
、

元
（「
中
丞
」
は
巡
撫
の
雅

）
が
「
西
嶽
華
山

碑
」
の
三
種
の
拓
本
を
揃
え
た
こ
と
を
知
る
や
、
手
紙
を
出
し
て
拓

本
の
模
本
を
作
成
す
る
こ
と
の
許
可
を
求
め
た
。
孫
氏
か
ら
派
遣
さ
れ
た
嚴
可
均
は
、

氏
の
居
宅
の
中
で
雙
鉤
本
を
作
成
し
て
孫
氏
の

も
と
へ

っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

氏
も
跋
尾
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

嘉
慶
十
五
年
五
月
、
烏
程
の
嚴
可
均
、
華
山
碑
を
藉

し
、
坐
臥
相
對
す
る
者
九
日
、
一
本
を
雙
鉤
し
て
去
る
。
同とも
に

る
者
は
、

同
縣
の
張
鑑
・
呉
江
の
陸
繩
な
り
。（『
漢
延
熹
西
嶽
華
山

碑
考
』

三
所
收

元
跋
尾
）
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張
鑑
な
ど
が
付
き
添
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
貴
重
な
資
料
に
不
測
の
事
態
が
起
こ
る
こ
と
を
避
け
る
監
視
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

「
西
嶽
華
山
碑
書
後
」
に
よ
る
と
、
四
明
本
は
「
二
百
金
」
で
購
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
幕
友
の
年
收
を
優
に
超
え
て

一
八
）

い
る
。
監
視

役
を
附
け
た
の
は
、
嚴
可
均
と

元
が
舊
知
の
間
柄
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
で
も
嚴
氏
が
拓
本
を
借

で
き
た
の
は
、

孫
星
衍
の
紹
介
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
嚴
可
均
が
『
全
上
古
』
の
中
で
「
西
嶽
華
山

碑
」
に
つ
い
て
「
舊
拓
碑
本
」
と
典
據
提
示
が
で
き
た
の
は
、
幕

主
の
孫
星
衍
と
資
料
の
所
有
者
の

元
と
の
交
友
の
深
さ
の
お
陰
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

一
九
）

っ
た
。
も
っ
と
も
、「
西
嶽
華
山

碑
」の

文
章
は
、『
隷
釋
』

二
所
收
の
も
の
が
一
番
闕
字
が
少
な
く
、『
全
上
古
』
で
提
示
さ
れ
て
い
る
文
章
も
『
隷
釋
』
所
收
の
文
章
と
全
く

同
文
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
た
と
え
ば
『
隷
續
』

十
一
に
提
示
さ
れ
て
い
る
「
司

校
尉
楊
淮
碑
」
の
闕
字
部
分
が
、
畢

が
新
た
に

取
っ
た
拓
本
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る
よ

二
〇
）

う
に
、『
隷
釋
』『
隷
續
』
所
掲
の
テ
キ
ス
ト
が
必
ず
拓
本
よ
り
優
れ
て
い
る
、
と
い
う
保
證
は

な
い
か
ら
、
嚴
氏
が
「
西
嶽
華
山

碑
」
を
提
示
す
る
際
、『
隷
釋
』
に
加
え
て
「
舊
拓
碑
本
」
も
竝
べ
て
典
據
に
表
示
し
た
の
は
、
所
掲

の
テ
キ
ス
ト
が
十
分
な
校
勘
を
經
て
い
る
こ
と
を
示
す
、
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

關
連
資
料
を
ま
だ
十
分
に

出
し
得
て
い
な
い
の
で
、
詳
細
は
ま
だ
不
明
の
部
分
が
多
い
が
、
本
節
の
考
察
を
通
し
て
、
嚴
可
均
が『
全

上
古
』所
掲
の
金
石
資
料
を
入
手
す
る
に
際
し
、
幕
友
の
力
で
は
入
手
が
難
し
く
、
幕
主
の
交
友
關
係
を
通
し
て
始
め
て
利
用
可
能
に
な
っ

た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
確
認
で
き
た
。
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結

論

本
稿
で
は
、
嚴
可
均
が
編
纂
し
た
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
國
六
朝
文
』
の
中
で
拓
本
を
典
據
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
金
石
資
料
に
着

目
し
、
基
本
的
に

子
體
の
書
物
よ
り
流
通
量
が
少
な
い
こ
れ
ら
の
資
料
を
嚴
氏
が
多
數
利
用
で
き
た
要
因
の
解
明
を
試
み
た
。
舊
稿
の

考
察
か
ら
、

子
體
の
書
物
に
つ
い
て
は
幕
主
の
孫
星
衍
の
質
料
共
に
充
實
し
た
藏
書
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
金
石
資
料
に
つ
い
て
も
幕
主
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
通
し
を
立
て
、『
全
上
古
』に
お
け

る
金
石
資
料
の
利
用
状
況
、
及
び
そ
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
資
料
と
孫
氏
の
所
藏
資
料
と
の
關
係
に
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
金
文

資
料
と
石
刻
資
料
と
で
は
利
用
の
し
か
た
に
相
違
が
見
ら
れ
た
が
、
幕
主
が
そ
の
交
友
關
係
を
も
と
に
入
手
し
た
も
の
も
含
め
、
そ
の
所

藏
に
係
る
金
石
資
料
、
就
中
、
石
刻
資
料
が
大
量
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

舊
稿
と
本
稿
に
お
け
る
考
察
の
結
果
を
整
理
す
る
と
、
幕
主
が
持
っ
て
い
た
學
術
情
報
に
は
、

子
體
の
文

資
料
、
金
石
資
料
、
幕

主
が
實
施
す
る
學
術
事
業
の
過
程
で
得
ら
れ
る
情
報
、
そ
れ
に
幕
主
の
交
友
關
係
を
通
し
て
得
ら
れ
る
情
報
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
多

く
の
場
合
、
幕
主
の
學
術
事
業
に
反
映
さ
れ
た
が
、
時
に
は
幕
友
自
身
が
遂
行
す
る
學
術
活
動
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

幕
主
か
ら
指
示
さ
れ
る
仕
事
と
竝
行
し
て
幕
友
が
自
身
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
は
、
か
な
り
の
困
難
を
伴
っ
た
に
相
違
な
い
が
、
生
涯

の
大
半
を
幕
友
と
し
て
過
ご
し
た
嚴
可
均
で
も
七
百
四
十
六

か
ら
成
る
『
全
上
古
』
を
編
纂
で
き
た
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
孫
星
衍

幕
府
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
可
能
に
す
る
學
術
機
能
が
備
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

周
知
の
通
り
、
清
代
に
お
い
て
考
證
學
が
發
展
す
る
と
、
經
史
の
諸
書
の
考
訂
に
お
け
る
金
石
資
料
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
金
石
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學
が
空
前
の
活
況
を
呈
し
た
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
梁
啓
超
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

清
代
に
お
け
る
金
石
學
も
ま
た
、
威
容
を
ほ
こ
っ
た
科
學
で
あ
っ
た
。
顧
炎
武
が
『
金
石
文
字
記
』
を
著
し
た
の
が
、
じ
つ
に
こ
の

學
問
の
濫

で
あ
る
。
つ
い
で
錢
大
昕
の
『

研
堂
金
石
文
字
跋
尾
』、
武
億
の
『
金
石
三
跋
』、
洪
頤

の
『
平
津
讀
碑
記
』、
嚴
可

均
の
『
鐵
橋
金
石
跋
』、
陳
介
祺
の
『
金
石
文
考
釋
』
が
、
い
ず
れ
も
精
密
な
考
證
を
お
こ
な
っ
て

二
一
）

い
る
。（『
清
代
學
術
概
論
』
十
六

「
金
石
學
と
校
勘
學
」）

こ
こ
に
列

さ
れ
て
い
る
專
家
の
中
、
洪
頤

と
嚴
可
均
の
二
人
が
孫
星
衍
の
幕
友
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
實
は
、
孫
氏
の
幕
府
に
あ
っ

た
金
石
資
料
と
關
連
情
報
が
如
何
に
充
實
し
て
い
た
か
を
雄
辯
に
物
語
っ
て
い
る
。
孫
氏
と
し
て
は
、
そ
の
幕
府
が
持
つ
吸
引
力
を
利
し

て
、
洪
・
嚴
兩
氏
に
加
え
、
當
代
隨
一
の
校
勘
家
の
顧
廣

（
一
七
六
六
〜
一
八
三
五
）
も
幕
友
と
し
て
抱
え
、『
平
津
館
叢
書
』『
岱
南

閣
叢
書
』
に
收
録
さ
れ
て
い
る
多
數
の
書
物
を
校
刊
し
た
わ
け
で
あ
る
。

幕
主
と
幕
友
と
で
は
、
社
會
的
地
位
や
經
濟
状
況
の
み
な
ら
ず
、
研
究
遂
行
上
必
要
な
情
報
の
收
集
力
に
も
壓
倒
的
な
格
差
が
あ
り
、

幕
友
の
仕
事
に
從
事
し
な
が
ら
自
身
の
研
究
を
深
め
る
こ
と
も
目
論
ん
で
い
た
者
に
と
っ
て
、
そ
の
情
報
收
集
力
を
含
む
好
適
な
研
究
環

境
は
、
幕
府
内
に
留
ま
り
續
け
る
誘
因
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
好
學
な
幕
主
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
自
身
の
學
術
事
業
を
遂
行
す
る
た

め
に
有
能
な
幕
友
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
幕
友
に
と
っ
て
魅
力
的
な
研
究
環
境
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
點

に
關
し
て
は
ま
だ
十
分
な
證
據
が
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
左
に
掲
げ
る
記
載
は
、
好
學
の
幕
友
に
と
っ
て
は
藏
書
の
充
實
度
が
所
屬
先
を

決
定
す
る
上
で
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
例
證
し
て
い
る
。

學
使
夢
侍
郎
、
國
士
を
以
て
之
を
目
す
。
侍
郎
、
其
の
貧
を
知
り
、
需
む
る
所
を
問
ふ
に
、
長
明
曰
く
、「
貧
は
乃
ち
士
の
常
。
廣
陵

の
馬
氏
、
多
く
書
を
藏
す
と
聞
く
。
願
は
く
は
、
一
席
を
得
て
、
讀
書
の
計
を
爲
さ
ん
の
み
」。
因
り
て
之
を
盧
運
使
見
曾
に
薦
む
る
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に
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
延
き
て
之
を
致
す
。
是
の
時
、
東
南
の
名
士
、
多
く
馬
氏
の
齋
に

館
す
。
長
明
、
虚
心
に
質
難
し
、
相
與とも
に

其
の
議
論
を
上
下
し
、
遂
に
博
く

書
を
極
む
。（
錢
大
昕
『

研
堂
文
集
』

三
十
七
「
内
閣
侍
讀
嚴
長
明
傳
」）

嚴
長
明
（
一
七
三
一
〜
一
七
八
七
）
が
生
員
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
、
江
南
學
政
の
夢
麟
（
一
七
二
八
〜
一
七
五
八
）
が
經
濟
的
に
苦

し
ん
で
い
る
の
を
知
っ
て
、
何
を
望
む
か
尋
ね
る
と
、
嚴
氏
は
、
馬
氏
の
著
名
な
藏
書
を
自
由
に
使
え
る
地
位
を
得
た
い
と
望
ん
だ
の
で

あ
る
。「
馬
氏
」
と
は
、
馬
曰

（
一
七
一
一
〜
一
七
七
九
）・
馬
曰

（
生
卒
年
未
詳
）
兄
弟
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
有
名
な
藏
書
樓
玲

瓏
山
館
は
、
天
一
閣
・
傳
是
樓
と
竝
び

さ
れ
て
い
た
。
學
問
に
志
を
持
つ
嚴
長
明
に
と
っ
て
は
、
經
濟
的
な
困
難
を
緩
和
す
る
よ
り
も
、

快
適
な
讀
書
環
境
を
得
る
方
が
大
事
で
あ
り
、
學
政
の
夢
氏
は
そ
の
希
望
を
叶
え
る
べ
く
轉
運
使
の
盧

二
二
）

見
曾
（
一
六
九
〇
〜
一
七
六
八
）

に
推
薦
す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
幕
友
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
、
恐
ら
く
盧
氏
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
馬
氏
の
所
で
學
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。

清
代
の
多
く
の
不
遇
な
知
識
人
に
と
っ
て
、
幕
友
と
な
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
科

の
受

勉
強
を
續
け
る
た
め
の
經
濟
的
基
盤
を
確

保
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
っ

二
三
）

た
が
、
幕
友
の
中
に
は
、
幕
府
内
の
學
術
情
報
に
目
を
向
け
る
者
も
い
た
。
清
代
に
お
け
る
大
規
模
な
學
術

活
動
は
幕
府
の

位
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
好
學
な
幕
主
が
設
け
る
幕
府
の
中
に
は
學
術
情
報
が
滿
ち
て
お
り
、
優
秀
な
幕
友
は
そ

こ
に
入
る
こ
と
を
願
っ
た
。
身
分
が
不
安
定
で
幕
府
間
の
移
動
が
絶
え
な
か
っ
た
幕
友
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
各
所
の
幕
府
か
ら

々
な
學
術

情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
幕
友
の
移
動
に
伴
っ
て
幕
府
を
ま
た
い
で
學
術
情
報
が
交
換
・
共
有
さ
れ
た
。
清
代
に
お
い
て

考
證
的
學
問
が
發
展
し
た
原
因
を
探
る
上
で
、
幕
府
が
持
つ
多

な
學
術
機
能
を
具
體
的
に
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
目
的

は
本
稿
に
お
け
る
考
察
を
通
し
て
一
部
達
成
さ
れ
た
と
信
ず
る
が
、
取
り
上
げ
る
べ
き
題
材
は
ま
だ
多
い
。
さ
ら
に
考
察
を

續
し
て
行

く
つ
も
り
で
あ
る
。
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注
一
）
「『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
國
六
朝
文
』
の
編
纂
に
つ
い
て
｜

清
代
幕
府
の
學
術
機
能
の
一
端
｜

」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
十
六
集
、
二
〇
〇
五
年
）。

二
）
『
全
秦
文
』

一
「

邪
臺
刻
石
」（122

）
と
「
刻
始
皇
所
立
刻
石
」（123

）
は
、
一
つ
の
拓
本
を
二
箇
所
に
分
け
て
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

拓
本
の
數
と
し
て
は
勿
論
、
一
點
に
勘
定
さ
れ
る
。

三
）

管
見
に
よ
る
と
、
典
據
と
し
て
既
成
の
碑
帖
類
し
か
提
示
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
實
際
は
拓
本
の
類
も
參
照
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
事
例
が
存
す
る
。『
全

後
漢
文
』

百
二
、
闕
名
「
成
陽
靈
臺
碑
」（1022

23

）
で
は
、『
隷
釋
』

一
を
典
據
と
し
て
千
字
程
度
か
ら
成
る
碑
文
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
文
中
の
「
貫

長
歴
久
、
崇
如
」
の
下
を
『
隷
釋
』
で
は
「
闕
二
字
」
と
し
て
い
る
が
、
嚴
可
均
は
「
不

」
の
二
字
を
補
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
嚴
可
均
『
鐵
橋
金
石
跋
』

一
「
成
陽
靈
臺
碑
」
に
、「
黄
小
松
司
馬
雙
鉤
本
、
校
隷
釋
、
多
出
不・
・

」
と
あ
る
よ
う
に
、
黄
易
（
一
七
四
四
〜
一
八
〇
二
。
小
松
は
そ
の
字
）
の
雙
鉤
本

（
拓
本
の
模
寫
本
）
に
附
さ
れ
て
い
る
校
語
に
從
っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
成
陽
靈
臺
碑
」
の
銘
文
は
、
乾
隆
五
十
四
年
（
一
七
八
九
）
に
刊
刻
さ
れ
て
い

る
翁
方
綱
『
兩
漢
金
石
記
』

十
六
に
收
録
さ
れ
て
お
り
、
翁
氏
は
問
題
の
箇
所
に
つ
い
て
、「
洪
闕
二
字
。
今
見
拓
本
、
似
不・
・

二
字
」
と
注
し
、
自
身
の
所

藏
に
係
る
拓
本
を
參
照
す
る
と
「
不

」
の
二
字
が
讀
み
取
れ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
か
ら
、
當
時
、「
成
陽
靈
臺
碑
」
の
拓
本
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
は
確
實

で
あ
る
。

『

宇
訪
碑
録
』

一
「
成
陽
靈
臺
碑
」
を
見
る
と
、「
按
石
已
佚
、
舊
在
山
東

州
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
碑
石
は
既
に
失
わ
れ
て
お
り
、
續
い
て
所
在

に
關
し
て
は
「
浙
江
錢
塘
黄
氏
藏
本
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
拓
本
を
所
藏
し
て
い
る
黄
易
が
作
成
し
た
雙
鉤
本
が
孫
星
衍
の
手
元
に
あ
り
、
嚴
可
均
は

そ
れ
を
利
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

四
）
『
積
古
齋
款
識
』
の
實
質
的
な
編
纂
作
業
が

元
か
ら
委

を
受
け
た
朱
爲
弼
（
字
は
右
甫
）
に
よ
っ
て

わ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
書
物
に
對
す
る

氏
の

序
文
に
、「
平
湖
朱
氏
右
甫
、
酷
嗜
古
金
文
字
、
且
能
辨
識
疑
文
。
…
…
余
以
各

本
屬
之
、
編
定
審
釋
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
窺
わ
れ
る
。

内
藤
湖
南
は
、清
代
に
お
け
る
金
石
學
の
重
要
な
成
果
を
い
く
つ
か

げ
た
後
、「
尤
も
こ
れ
ら
の
著
述
は
大
部
分
そ
の
幕
客
の
學
者
の
手
に
な
つ
た
も
の
で
、

畢

や

元
そ
の
人
の

力
の
み
に
よ
つ
て
出
來
た
も
の
で
な
い
」（『
支
那
史
學
史
』
第
十
二
章
「
清
朝
の
史
學
」
第
十
七
節
「
金
石
の
學
」。『
内
藤
湖
南
全

集
』
第
十
一

、
421
頁
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
）
と
述
べ
、
こ
れ
ら
の
多
く
が
幕
友
の
働
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

五
）

序
の
關
連
部
分
を
示
す
と
以
下
の
通
り
。

友
人
之
與
余
同
好
者
、
則
有
江
侍
御
（
徳
量
）、
朱
右
甫
（
爲
弼
）、
孫

察
（
星
衍
）、
趙
銀
臺
（

沖
）、
翁
比
部
（
樹
培
）、
秦
太
史
（
恩
復
）、
宋
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學
博
（
葆
醇
）、
錢
博
士
（

）、
趙
晉
齋
（
魏
）、
何
夢
華
（
元
錫
）、
江
鄭
堂
（
藩
）、
張
解
元
（
廷
濟
）
等
。
各
有
藏
器
、
各
有

本
、
余
皆
聚
之
、

與
余
所
自
藏
自

者
、
集
爲
鐘
鼎
款
識
一
書
、
以
續

尚
功
之
後
。

六
）
『
全
上
古
』

十
三
、
闕
名
「
散
氏

銘
」（95

96

）
で
は
、
銘
文
中
の
「

」
字
に
關
し
て
、
嚴
可
均
は
「
舊
釋
」
で
は
「

」
字
に
作
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、『
積
古
齋
款
識
』

八
「
散
氏
盤
」
で
は
こ
の
字
を
「
竟
」
字
に
比
定
し
て
お
り
、
こ
こ
の
「
舊
釋
」
は
別
人
の
釋
文
を
指
し
て
い
る
。

孫
星
衍
『
續
古
文
苑
』

一
「
周
西
宮
襄
戎
父
盤
銘
」
の
釋
文
を
見
る
と
、
該
當
の
文
字
を
「

」
字
に
作
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
事
例
に
關
し
て
は
、「
舊
釋
」

は
孫
氏
の
校
釋
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

七
）

孫
星
衍
は
、「

叔
旅
鐘
」
を
得
た
こ
と
を
「
得
周

叔
鐘
歌
次
韓
昌
黎
石
鼓
詩
韻
」
詩
（『
芳
茂
山
人
詩
録
』

六
）
に
詠
ん
で
い
る
。「

叔
大
夾
鐘
」

は
、
白
川
靜
『
金
文
通
釋
３
﹇
上
﹈』
一
五
五
「

叔
旅
鐘
」（『
白
川
靜
著
作
集
』
別

、
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
る
と
、
同
鐘
七
點
の
傳
世
が
知
ら
れ

る
。
白
川
氏
は
數
多
の
碑
帖
・
目
録
・
研
究
書
類
を
調
査
し
た
上
で
、『
金
文
通
釋
』
の
中
に
二
百
四
十
九
種
（
關
連
器
を
含
ん
で
い
な
い
數
）
の
青
銅
器
資
料

に
つ
い
て
、
そ
の
收
藏
・
著
録
・
考
釋
・
器
制
を
始
め
と
す
る
解
説
を
施
し
て
い
る
。

八
）

孫
星
衍
『
問
字
堂
集
』

一
「
湖
北
金
石
詩
序
」
に
、「
子
進
…
…
又
爲
予
校
輯

宇
訪
碑
録
」
と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
嚴

（
生
卒
年
未
詳
。
子
進
は
そ

の
字
）
も
編
纂
に
協
力
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
孫
氏
は
嚴

の
父
長
明
（
一
七
三
一
〜
一
七
八
七
）
の
幕
友
仲
間
で
あ
り
、
畢

幕
府
に
お
い
て
一
緒
に
『
關

中
金
石
記
』
の
編
纂
作
業
に
從
事
し
た
こ
と
が
あ
る
。

九
）
『
支
那
史
學
史
』
第
十
二
章
「
清
朝
の
史
學
」
第
十
七
節
「
金
石
の
學
」（『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
十
一

、
420
頁
）。

一
〇
）
『
金
石
萃
編
』
自
序
に
は
、「
嗚
呼
、
余
之
爲
此
、
前
後
垂
五
十
年
矣
。
海
内
博
學
多
聞
之
彦
、
相
與
摩

參
訂
者
、
不
下
二
十
餘
人
。
咸
以
爲
欲
論
金

石
、
取
足
於
此
、
不
煩
他
索
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
續
修
四
庫
全
書
提
要
』
史
部
「
金
石
萃
編
（
通
行
本
）」（

忞

當
）
で
は
、「
此
書
廣

博
采
、

不
愧
集
金
石
之
大
成
」
と

し
て
い
る
。

一
一
）

洪
氏
と
孫
氏
と
の
關
係
の
變
遷
に
つ
い
て
は
、
拙
稿「
清
代
の
幕
府
と
學
術
交
流
｜

許
愼
の
官

を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
と
し
て
｜

」（『
北
海
道
大

學
大
學
院
文
學
研
究
科
紀
要
』
第
百
七
號
、
二
〇
〇
二
年
）
の
第
六
節
（
ロ
）「
孫
星
衍
と
洪
頤

・

庸
」
に
お
い
て
詳
論
し
た
。

一
二
）

注

一
一
）所
掲
拙
稿
を
參
照
。

一
三
）
『
平
津
館
金
石
萃
編
』

二
「
戚
伯
著
碑
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
孫
星
衍
の
按
語
「
嘉
慶
丙
寅
、
仲
弟
星
衡
、
得
於
都
門
。
嚴
孝
廉
記
隷
釋
有
此
、
始
辨

出
之
」
か
ら
、
こ
の
拓
本
は
、
嘉
慶
丙
寅
十
一
年
（
一
八
〇
六
）、
孫
星
衍
の
弟
星
衡
が
京
師
で
入
手
し
た
も
の
で
、
嚴
可
均
が
『
隷
釋
』
に
收
録
さ
れ
て
い
る
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こ
と
を
思
い
出
し
た
た
め
、
素
性
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

對
し
て
「
營
州
刺
史
高
貞
碑
」
は
、
嚴
可
均
が
「
金
石
家
未
著
于
録
、
孫
伯
淵

察
、
始
得
之
衞
河
第
三
屯
」（『
鐵
橋
金
石
跋
』

一
「
贈
營
州
刺
史
高
貞

碑
」）
と

し
て
い
る
よ
う
に
、
孫
星
衍
が
發
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
期
は
、
張
紹
南
『
孫
淵
如
年
譜
』
嘉
慶
十
年
條
に
、「
得
北
魏
高
貞
墓
碑
於
衞
河

第
三
屯
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
嘉
慶
十
年
（
一
八
〇
五
）
で
あ
る
。

一
四
）
『
四
録
堂
類
集
』
は
嚴
可
均
が
自
身
の
著
述
、
全
千
二
百

分
に
つ
い
て
、『
全
上
古
』
七
百
四
十
六

を
含
め
既
刊
・
未
刊
を
問
わ
ず
收
録
し
た
全
集

で
あ
り
、
全
集
自
體
は
未
刊
。
そ
の
細
目
は
、
嚴
可
均
『
鐵
橋
漫
稿
』

三
「

徐
星
伯
同
年
書
」
に
示
さ
れ
て
い
る
。

一
五
）
『
孫
氏
祠
堂
書
目
』
内
篇

三
、
金
石
第
八
に
は
、「
平
津
館
金
石
萃
編
二
十

（
星
衍
及
嚴
可
均
撰
）」
と
あ
り
、『
孫
淵
如
年
譜
』
嘉
慶
十
四
年
條
に

は
、「
先
是
、
與
嚴
孝
廉
可
均
、
校
集
所
藏
周
秦
漢
晉
六
朝
唐
宋
碑
文
、
爲
金
石
萃
編
」
と
あ
っ
て
、
共
撰
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
に
對
し
て
、『
鐵

橋
漫
稿
』

三
「

徐
星
伯
同
年
書
」
所
掲
の
『
四
録
堂
類
集
』
目
録
に
は
、「
平
津
館
金
石
萃
編
二
十
四

、
續
編
四

、
再
續
二

、
三
續
一

（
可
均
撰
）」

と
あ
り
、
嚴
可
均
の
自
撰
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
「
孔
子

延
陵
君
之
子
葬
題
字
」
に
は
、
嚴
可
均
の
校
語
の
後
に
、
か
な
り
長
文
の
孫
星
衍

の
校
語
が
續
い
て
お
り
、
こ
の
書
物
に
對
す
る
孫
星
衍
の
直
接
的
な
關
與
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
幕
府
の
關
係
者
に
よ
る
著
述
に
關
し
て
は
、
時
折
、
著
作
權
上
の
問
題
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
點
に
關
し
て
は
、
自
作
と
代
作
の
線
引
き
の
問

題
を
含
め
て
い
ず
れ
論
じ
る
豫
定
で
あ
る
。

一
六
）

長
垣
本
は
、
そ
の
後
、
東
京
臺
東
區
の
書
道
博
物
館
の
所
有
に

し
て
お
り
、
二
玄
社
（「
書
跡
名
品
叢
刊
」
第
二
集
・
第
七
十
一
回
配
本
。
初
版：

一

九
六
一
年
）
か
ら
そ
の
コ
ロ
タ
イ
プ
本
が
出
て
い
る
。

一
七
）

元
は
「
金
石
十
事
記
」（『

經
室
三
集
』

三
）
に
お
い
て
、
自
身
の
金
石
學
方
面
に
お
け
る
十
大
事
件
を
記
し
て
お
り
、「
西
嶽
華
山

碑
」
の
入

手
も
そ
の
一
つ
に
數
え
て
い
る
。

一
八
）

清
代
の
幕
友
の
收
入
に
關
し
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
清
代
の
幕
府
と
學
術
交
流
｜

許
愼
の
官

を
め
ぐ
る
議
論
を
中
心
と
し
て
｜

」
第
六
節
「

庸
と

洪
頤

が
置
か
れ
て
い
た
境
遇
」
に
お
い
て
論
じ
た
。

一
九
）

嚴
可
均
が

元
の
京
寓
に

在
し
た
日
數
や
雙
鉤
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
、
記
録
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
。

二
〇
）

こ
の
事
實
は
、
錢
大
昕
に
よ
っ
て
、『

研
堂
金
石
文
跋
尾
』

一
「
司

校
尉
楊
淮
碑
」
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
錢
氏
の
見
解
に
よ
る

と
、
洪

が
示
し
て
い
る
碑
文
は
、
自
身
で
碑
石
の
あ
る
所
に
出
向
い
て
確
認
し
て
あ
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
（『

研
堂
金
石
文
跋
尾
』

一
「
司
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『
全
上
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漢
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國
六
朝
文
』
の
編
纂
と
孫
星
衍
幕
府



校
尉
魯
峻
碑
」
ほ
か
）。

二
一
）

原
文
は
左
の
通
り
。
現
代
語
譯
に
つ
い
て
は
、
小
野
和
子
氏
の
譯
（『
清
代
學
術
概
論
｜

中
國
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』
183
頁
、
平
凡
社
、
一
八
七
四
年
）

に
從
っ
た
。

金
石
學
之
在
清
代
又
彪
然
成
一
科
學
也
。
自
顧
炎
武
著

金
石
文
字
記

、
實
爲
斯
學
濫

。

此
有
錢
大
昕
之

研
堂
金
石
文
字
跋
尾

、
武
億
之

金
石
三
跋

、
洪
頤

之

平
津
館
讀
碑
記

、
嚴
可
均
之

鐵
橋
金
石
跋

、
陳
介
祺
之

金
石
文
考
釋

、
皆
考
證
精
徹
。

二
二
）

盧
見
曾
が
幕
府
を
構
え
て
、

々
な
學
術
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
は
、
尚
小
明
『
學
人
游
幕
與
清
代
學
術
』
第
二
章
第
二
節
「
乾
嘉
時
期
重
要
學
人
幕

府
」
第
一
項
「
盧
見
曾
幕
府
」（
社
會
科
學
文

出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
を
參
照
。

二
三
）

こ
の
點
に
關
し
て
は
、
拙
稿
「
清
代
知
識
人
の
游
幕
と
科

に
關
す
る
初
歩
的
考
察
」（『
中
國
哲
學
』
第
三
十
三
號
、
北
海
道
中
國
哲
學
會
、
二
〇
〇

五
年
）
に
お
い
て
論
じ
た
。

﹇
附
記
﹈

本
稿
は
、
科
學
研
究
費
基
盤
研
究
（
ｃ
）「
清
代
に
お
け
る
幕
府
と
學
術
の
關
係
に
つ
い
て
」（
課
題
番
號：

１
５
５
２
０
０
３
５
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

本
稿
で
使
用
し
た
石
刻
關
連
諸
資
料
は
、『
石
刻
史
料
新
編
』（
臺
灣
新
文
豐
出
版
公
司
）
所
收
の
も
の
が
多
く
を
占
め
る
。
本
叢
書
の
利
用
は
、
北
海
道
大
學

大
學
院
文
學
研
究
科
伊
東
倫
厚
教
授
か
ら
提
供
さ
れ
た
格
別
な
る
便
宜
に
よ
っ
て
實
現
し
た
の
で
、
こ
こ
に
記
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。
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